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広島大学高等教育研究開発センター 



 

COE研究シリーズの刊行にあたって 

 

 広島大学高等教育研究開発センターは，略称を高教研と称し，英語名をResearch Institute for Higher 

Education，略称をRIHEとしております。その前身は広島大学大学教育研究センターですが，1972年5

月に，さらにその前身の大学問題調査室を発展的に継承して，文部省令による教育研究施設として，日本

最初の高等教育研究の専門機関として設置されました。爾来，年輪を重ねる中で着実に研究教育活動を展

開し，内外の高等教育研究に重要な役割を果たしてきましたが，お陰様で昨年2002年には創立30周年を

迎えるに至りました。 

 この節目の年に，文部科学省の21世紀COEプログラムの人文科学領域において，本センターのプロジ

ェクト「21 世紀型高等教育システム構築と質的保証」（拠点リーダー：有本章）が 113 件（うち人文が

20件）の拠点の一つとして選定されました。このことは高等教育研究の発展に鋭意取組んできたセンター

の歴史の中でも特筆すべき快挙であると，当センターの関係者一同率直に喜んでおります。とりわけ高等

教育の分野では全国唯一の拠点に選定されましたことは，これまでの実績と今後の可能性が認知された点

でも，長年にわたって積み重ねてきた努力が報われた点でも，実に名誉なことでありますと同時に，責任

の重さを痛感する次第であります。これも高等教育研究が一種のタブー視された時代から盛況を呈するに

至った今日まで，数多くの先輩やコリーグ諸氏に支えられて営々と築かれた伝統や風土や精神の賜と考え

ております。したがって，「巨人の肩に乗った小人」であるとの謙虚な気持ちでこのような機会を受け止

めますとともに，これを契機にさらなるフロンティア開拓の精神を醸成し，斯界の発展において一層の貢

献を実現したいと祈念しているところであります。 

 本プロジェクトは，主題に掲げました研究を推進するために，5 年間にわたって取組むものですが，具

体的にはFD・SDの制度化と教育システムの質的保証，研究システムの質的保証，大学組織編成と質的保

証などの問題を中心に，データーベースの構築，若手研究者の養成などの問題に重点的に取組むことを期

しております。さらに，研究成果を積極的に国内外へ公表し，研究成果を紹介することによって拠点とし

ての研究ネットワークの形成に努め，日英両語による出版物を精力的に刊行することにしております。そ

して，その一環として，このような体裁で COE研究シリーズを刊行することにいたしました。その目的

は，主として，センターの COEプログラムと関連して取組んでいる研究活動の実績を記録にとどめるこ

ととその国内外への発信によって研究ネットワークの形成を着実に推進することに置かれています。 

 本企画によって世に送り出される刊行物が，国内外の高等教育研究者はもとより，高等教育に関心のあ

る多くの人々に貴重な価値ある情報を提供することができれば，望外の幸せであります。また，研究ネッ

トワークの一層の発展のために，読者の皆様から絶大なご支援とご協力を賜りますことができましたら，

この上ない喜びです。何卒よろしくお願い申し上げます。 
 

2003年3月 

                      21世紀COEプログラム 
                         拠点リーダー 有本 章 



 

は し が き 

 

 

高等教育研究開発センターでは，現在，21世紀COEプログラムの研究において，FDを重要な柱

の一つに設定して取り組んでいる。日本の FD 活動を分析してきた結果，種々の現実が理解できた

のであるが，その一つは，FDが漸く制度化を果たしつつある事実である。ＦＤが「フロッピー・デ

ィスク」とみなされる段階から，「大学教授職の資質開発」として理解されるまでには，かなりの時

間を要してきたし，なお十分とは言えないことが分かる。実際，最近のわれわれの調査では，全国

的に前者の段階にとどまっている大学がいまだに７％程度存在することが判明した。 

しかし，全体には多くの大学が第１段階から第２段階へと離陸する直前に到達していることもま

た了解できたのである。その背景には，国の審議会や政策によって，ＦＤが半義務となり，さらに

2004年に開始された機関別認証評価によって義務になった事実などが作用したことは否めないであ

ろう。それはそれとして，今やＦＤは大学人が積極的に取組み，第２段階に要請される新たなＦＤ

観，スカラーシップ観，評価観へと展開し，大学改革の中枢に位置づくと考えられる以上，大学人

一人ひとりにその自覚が不可欠である。 

そのような現在，意識改革や実践の拠り所になるのは，国内外の先行研究や実践を集録した文献

の所在や解題ではあるまいか。特に FD 先進国の英米をはじめ欧米の資料や文献は貴重な知見を与

えてくれるはずであるが，日本ではその種の本格的な文献目録が作成され，併せて文献紹介が行わ

れたのは1990年である（伊藤彰浩編『ファカルティ・デベロップメントに関する文献目録および主

要文献紹介』広島大学大学教育研究センター，1990年，参照）。それ以来，今日まで15年以上の歳

月が流れたことになる。 

このような実情を踏まえて，COE研究シリーズの一環として，文献目録と文献紹介を出版するこ

とにした次第である。目録は原則として，日本語と英語の文献を中心に高等教育研究開発センター

で収集しているものと若干その他のものを対象にリストアップした。その作業は大膳教授が中心に

行った。また，文献紹介は，イギリス，アメリカ，フランスの文献を対象にした。平素から FD を

研究している紹介者が重要な文献を選定した。数的にはまだ少ないので今後作業を持続して補完し

たいと考えている。ひとまず，中間報告したので，お気づきの点などご教示いただくと幸いである。 

最後に，目録作成や文献紹介にご協力いただいた広島大学高等教育研究開発センター内外の方々

に深く感謝したい。 

 

2006年3月25日 

研究代表者  有本 章   
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第 一 部 
 

ファカルティ・ディベロップメント 

に関する主要文献紹介 



 

FD文献紹介1 

 

Gill Nicholls著 

『スカラーシップへの挑戦：学習，教育，研究の再考 

－The Challenge to Scholarship: Rethinking of learning, teaching and research』,. 

 (London and New York; Routledge, 2005年, 162頁） 

 

有本 章* 

 

１．著者紹介 

 

 著者ジル・ニコルズ（Gill Nicolls）は，ロンドン所在のキングズ・カレッジの学習-教授研究所長（Director 

of King’s Institute of Learning and Teaching at Kings College）である。広範な研究活動の経験が

あり，幅広く出版を行っている。また，大学の学習・教授戦略および学習・教授研究戦略を評価するため

のコンサルトの仕事を行っている。 

 本書は，Gill およびロンドン所在の教育研究所のロン・バーネット（Ron Barnett, Institute of 
Education）によって編集されている高等教育の主要論争点シリーズの一巻として出版されたものである。

２部の３，６はサイモン・リゴ・ベッカー（Simon Lygo-Baker）が分担執筆しているので，ジルの単著

とは言えないが，著書名はジルのみとなっている点を指摘しておきたい。   

なお，ニコルズの著書には次のものが見受けられる。 

Challenge To Scholarship: Rethinking Learning, Teaching, And Research, Routledge, 2005 

Introduction to Teaching: A Handbook for Primary and Secondary School Teachers, 2 edition, 
Routledge, 2004 

Developing Teaching and Learning in Higher Education, Routledge, 2002 
Learning to Teach: A Handbook for Primary & Secondary School Teachers, 

Butterworth-Heinemann, 1999 
Collaborative Change in Higher Education, Butterworth-Heinemann, 1997 

 

２．本書の構成 

 

 本書の内容は次の構成から成り立っている。 

 

序論 

献辞 

                                                        
*広島大学高等教育研究開発センター長 

－ 1 －



 

１部 スカラーシップ概念の確立 

１． なぜスカラーシップに挑戦するのか。 

２． スカラーシップの歴史的概念 

２部 政策と権力：スカラーシップへの影響 

３． 政策とイニシアチブ：スカラーシップ概念化の必要性（サイモン・リゴーベッカー） 

４． 教授のスカラーシップ―出現している概念 

５． 専門分野とスカラーシップ―権力への挑戦 

６． 国際的な視点―専門主義へのスカラーシップの含意（サイモン・リゴーベッカー） 

３部 未来への挑戦 

７． スカラーシップ―未来の挑戦 

８． 未来への人質 

９． 最後のコメント 

文献 

索引 

 

３．解題 

 

（１）本書を要約するならば，そもそもスカラーシップ（scholarship）は何を意味するのか。それはど

のようにして高等教育の構造を形成することになったのか。その役割はどのようなものになるのか。これ

らの問いに対して検討を加えている点に主眼があるとみなされる。 

 日本では，スカラーシップは「学識」とか「学問」と翻訳される概念である。含蓄のある言葉であり，

概念であるから，簡単に定義するのがむつかしい。一般に，欧米の長い歴史を反映している概念を日本語

に翻訳するときには，誤解や誤訳が起こりやすい。ましてや，ＦＤ（faculty development 大学教員の資

質開発）が外国の概念を移植して，制度化した概念であり，それとの関係でスカラーシップの問題の再検

討，つまり従来のresearch研究のスカラーシップからteaching教育のスカラーシップへの見直しが重要

になっている観点から論じられなければならない現在は，なおさら誤解や誤訳のないよう細心の注意を払

わなければならないと言わざるを得ない。本書は，最新のスカラーシップに関する書物であると同時に，

ＦＤ発祥の地であり本場の一つである英国で編纂された書物であるから，日本で現在問題になっている論

点を整理する上でも示唆に富むものと期待できるに違いない。 

 

（２）第１部は，スカラーシップが今日解釈されている状態にまで発展した背景を，歴史的かつ哲学的

な側面から問題にしているところに特徴が見出される。第１章は，全体を概観するために，いまなぜスカ

ラーシップへの挑戦かを問題にしている。この部分の紹介を基にして，またそれに関連した各部・各章の

考察を交えながら，文献解題を行うことにしたい。 

まず第２章は，scholarship スカラーシップという用語の性格を吟味することに焦点を合わせて論じら

れており，具体的にはこの用語が生じ論究されてきた点に絞った枠組みを，アリストテレス，ソクラテス

の哲学まで遡って分析し，さらにジョーン・ヘンリー・ニューマン（John Henry Newman）を紹介して理論

的に説明する。ニューマンの『大学の理念』(The Idea of University)以来，殆どの高等教育において，

学者とスカラーシップは大学教員とほぼ同義語となった（９頁）。ペリカン(Pelikan)は，大学というテー

ブルの脚は，①研究による知識の進歩，②教育による知識の伝達，③学問的収集による知識の保存，④公
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表による知識の普及，の４つであると述べた（11頁）。 

19世紀後半に，ドイツ大学モデルの出現と定着によって，研究モデルが支配的になった。研究が大学へ

導入されるに伴い，大学でのスカラーシップの概念が次第に変貌したことを検討し,それと呼応して，学習

(learning)や理解(understanding)が重要な問題として浮上したことを問題にしている。そのことは，スカ

ラーシップの方法論を問題にすることが重要になったことを意味し，同時にスカラーシップの目的は何か

が問われることになったことを意味する。こうして，スカラーシップと学者の関係が議論される必要性を

もたらし，さらには大学の枠組みの範囲が狭義ではなく広義に解釈される必要性をもたらしたことを指摘

している。こうしたスカラーシップの変遷を辿ると，現在ではスカラーシップの葛藤状態が生じた点が重

要である。 

すなわち，第２章の最後の要素は，スカラーシップと教育の理念との関係を扱い，ソクラテス，プラト

ン，デューイ，キエルケゴールの哲学的仕事を考察している。そのことは，大学が学生にも教員にとって

も学習がコア概念として考察することの必要性を導く。この最後の要素は，研究と教育という断片的な枠

組みの内部でスカラーシップを理解する場合に葛藤を生じる原因なのである。ジル自身，「教育と研究の命

令の間には強烈な葛藤があると指摘している，無数の報告書や研究論文が存在している」と指摘している

（29頁）。 

しかしこのような状況があるとしても，世界的に見れば，米国，英国，豪州など，高等教育の教育と学

習の役割への関心が学問的にも政治的にも増大していることは明かである（30 頁）。換言すれば，スカラ

ーシップ＝研究と解釈する段階から広範に解釈する段階へと動く政治的・政策的な動きがあるのであり，

そこでは，知識の発展をより広範に解釈することを不可欠にするとみなされるのである。 

 

（３）本書の第２部は，教育発展の枠組みの内部に「教授のスカラーシップ」（scholarship of teaching）

という用語を位置づけることと関係している。第３章は，スカラーシップという用語の発展において存在

する政策と権力の関係に焦点を合わせる。最初は，高等教育において教育と学習の向上を目的とした政策

の原理と理由によって，スカラーシップの概念を参照しなければならないことと関係がある，と考察して

いる。この点に関しては，ボイヤーのスカラーシップ再考，とりわけ教育のスカラーシップに関する提言

がちょうど教育や学習への政策的な関心が高まっていた時点で公表されたことと関係が深い（36頁）。 

また，ボイヤーのスカラーシップの定義では，教育のスカラーシップが論じられているが，教育と学習

との関係が論じられていないので，この点への踏み込みが課題となるとみなされている（40 頁）。この枠

組みの中で生じる主たる論争点は，スカラーシップを理解すること，定義することの価値の重要性，この

ような価値に影響する政策の性格が問われることである。特に，定義を十分に行うことが重要であるとし

ても，厳密に行えば行うほど，意味を狭く限定し，数量化して計測可能にし，単純な概念化へと帰結せざ

るを得ないことになる。スカラーシップの多様な意味を含意した概念を無視して，次第に数量化，測定化

に向かう政策傾向は果たして正しいのであろうか。そこには，スカラーシップの本質が数量化の指標を作

成する外部集団や官僚によって規定されることになり，次第にスカラーシップの本質を考えることから遠

ざかってします危惧がある（45-47頁）。このような問題を考慮しながら，スカラーシップを再概念化する

ことの必要性があることを考察している。 

第４章は，「教授のスカラーシップ」はある社会では混乱し誤解され，高等教育における学習と教育の向

上と関係した活動の特殊なタイプの信用性を支持し向上するために使用された点を扱う。スカラーシップ

は，「論駁的スカラーシップ」と「学問的スカラーシップ」に区別できるとする。前者は専門分野内部の文

脈を重視するのに対して，後者は専門分野を超えて広範な文脈を重視する。ボイヤーのスカラーシップは

－ 3 －



 

アカデミック・プロフェッション（大学教授職）に固有なスカラーシップに関する伝統的な狭い範囲の考

え方に限定しているので，前者に所属するとみなす。 

ブルデューの「象徴的文化」の概念が議論を構築するために活用され，「教育のスカラーシップ」の使用

の仕方が再検討され概念化されるために必要であることを示している。ブルデューの「文化資本」の「象

徴的資本」と「物質的資本」の中での前者の概念を使用する（64 頁）。議論は，いろいろな専門分野（法

学，健康および生命，精神分析，マネジメント，音楽，教育，生物医学，人文）からなる25人の大学教員

を対象にしたスカラーシップの概念ならびに「教育のスカラーシップ」の概念のとらえ方に関する経験的

な研究によって行われている。結果としては，スカラーシップの概念の解釈に関しては，柔軟で多様な解

釈を示す傾向があるが，その定義に関しては，専門分野によって狭く規定される傾向があることが判明し

た。スカラーシップの概念に関しては，研究を基軸にした概念である点で共通理解ができるが，ボイヤー

が提示した意味での「教育のスカラーシップ」に関しては，理解が困難である。これらのスカラーシップ

に関する大学教員によるとらえ方は，大学共同体への帰属と関わる全体的な要素ばかりではなく専門的な

スタイルや行動に照らして，それが吟味されていることの証拠である。 

第５章は，スカラーシップ内部の専門分野の性格と影響に関係している考察である。それは，なぜ，そ

してどこから専門分野は高等教育における権力を獲得したのか，そして，なぜこうした卓越性を維持して

いるのかという理由を理解しようとしている。スカラーシップの議論ではなぜ専門分野を考察するのかと

いう問題に解答する必要があるのであるから，専門分野は議論の出発点であるとみなされる。専門分野の

内部と相互間での専門領域化や縄張りの境界の考え方もまた考察されている。そこには，ベッチャー

（Bacher）の科学社会学の理論との共通性が見出される。これらの議論は専門分野内部の個人の役割を明

らかにし，このことがどのようにして大学教員によって行われる活動へ影響を及ぼすかを明らかにする。 

議論の展開では恐怖と危機が鍵となる考え方である。知識を基礎に専門分野の文化，機関の文化，アカ

デミック・プロフェッションの文化が形成されている（74-78頁）。スカラーシップと専門分野のスタイル

には密接な関係がある。高等教育の教員はビジブル・カレッジ（見える大学）とインビジブル・カレッジ

（見えざる大学）の両方に属しているので，スカラーシップとの関係が深い（79頁）。特にパーマー（Parmer）

の研究が注目されている。パーマーは「われわれの恐れを理解することによって，自己知識の権力と関係

のない構造を克服できた。」（80頁）大学教員を自分の専攻する専門分野に深く関わらせている恐怖とは何

かと言えば，それは，機関の権力に同調しない場合に，仕事，イメージ，地位を喪失する恐怖である，と

している。自分の専門分野の中では安心できるのである。したがって，専門分野はスカラーシップ観を規

定し，教育と学習のスカラーシップと深く関わらざるを得ない。 

専門分野の内部で知ること，それが専門分野内部の教育と学習に及ぼす影響といった，専門分野のスタ

イルの説明なしには，専門分野内部のスカラーシップについてのいかなる議論も完全なものとならない。

最後に，権力と変化をめぐる論争点が考察される。その論争点は，なぜ専門分野はこのような堅固な制度

を高等教育の内部に留めるのかという問題に関係している。専門分野に大学教員が個人的にコミットして，

活動を展開してきたが，現在は機関へのコミットが要請され，必ずしも専門分野の力が強く維持されると

は限らない状態を迎えていることは否めない。ジルはこれをポストモダン状況として描いている（102-103

頁）。この状況の中で，「教育のスカラーシップ」を基軸に大学教員のコンセンサスをいかにして形成する

かが課題になっているのである。 

  

（４）最後の第３部では，スカラーシップが未来に遭遇する国際的な視点や挑戦に考察が集中している。

国際的視点の性格，そしてそれが地球規模で果たしてきた影響は，スカラーシップの概念に興味深い光を
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投じる。各大陸は概して研究に熱心であるため，スカラーシップの用語に対して，とくに教育のスカラー

シップに対して疑問視してきた歴史があることは否めない。各大陸はこの問題に異なった視点と見方を発

展させてきた。スカラーシップに関して発見したことを共有するのは不可欠であるが，発見したことが転

移可能とは考えられない。各共同体は，教育のスカラーシップを固有の社会的かつ文化的文脈の中で考察

してきた。本書は，ボイヤーの書物を中心に置いて議論を展開してきたとみてさしつかえあるまい。中心

概念であるスカラーシップの再考，とりわけ「教育のスカラーシップ」が果たして大学や大学教員へ定着

するのかどうかを系統的に検討しているのである。 

最後の部分では，専門分野への個人の同調という文脈ではなく，機関レベルへの同調の視点から主題の

検討が行われているが，「教育のスカラーシップ」よりも，さらに学生を主体においた「学習のスカラーシ

ップ」の観点への展開が主題となっていると言える。現代のグローバル化時代の大学では，スカラーシッ

プは研究という狭い範囲ではなく，拡大されて，教育や学習を包括する方向へ動いている。戦後，「教育革

命」が起こったが，それは専門職化の過程である（116頁）。そして，現在は専門職の基準が大学教員の間

で共有されている。そして，本書の中で議論されているように，社会的かつ文化的な側面は，それぞれの

高等教育共同体の内部でスカラーシップの地位の性格や概念化を支持するものとみなされるのである。 

 スカラーシップの観念に挑戦することは，大学の他の挑戦に似ている。それは，調査対象の概念と関係

している論争点や問題を考察する理論，歴史的かつ社会学的な視点，選択的な方途を考えることを必要と

している。 

 

（５）このような分析を踏まえて，著者のジルは，結論部分で次の指摘をしている。「用語を理解するに

は，広範な状況の中でそれがいかに振る舞うかを知る必要がある。用語を十分に理解すると，十分効果が

あるように使用することができる。本書で明らかにされた問題は，スカラーシップが理解されていないこ

と，ましてやそれは教育のスカラーシップにはなおさらのことである。教授職はもはや外界へ向けて戸を

閉ざすことはできないので，スカラーシップの意味はますます多様で複雑な集団によって定義される。十

分な理解を得ることは極めて困難になりそうである。必要な治療は，管理者が関係者すべてに対して共通

の理解をすることのできる基準と構造を提供することである。これらの基準の意味はチェックリストによ

って実現される。明確な意味を欠くと，学者の活動を説明することは不可能である。」「スカラーシップの

意味は時間とともに変化してきたが，本書はこうした変化の説明を行った。」「危険なのは，特定の点から

のある文脈のみに関係した皮相的な理解が提供されることである。それは混乱をもたらす。」「スカラーシ

ップは元々は教育と関連して理解されてきたが，それは，20世紀の中盤からは，スカラーシップを研究と

して理解することによってとって代わられた。世紀末にはボイヤーが教育のスカラーシップをもたらした。

一見すると，教育のスカラーシップは，スカラーシップの新しい見解だと見えたが，本書はそうではない

と証明した。新しい用語が誕生したが，それは問題を複雑にした。それはスカラーシップの説明を助ける

だけでなく，理解を深めることになった。」（141頁） 

 

４．まとめ 

 

以上，ジルの見解を基調において，本書全体の論調を考察した。最後に本書の意義は，次の４点にある

と考えられる。 

第１は，スカラーシップの概念を学習，教育，研究の視点から再検討した意義が大きい。従来，スカ

ラーシップは教育から出発して，研究へと変遷を辿り，最近では後者のパラダイムが優勢を示した。こ
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れに対して，ボイヤーのスカラーシップ再考を手掛かりに，研究と教育の問題，さらには学習の問題を

包括したスカラーシップ論への展開を分析的に論じた点が重要である。 

第２に，欧米の理論や文献を踏まえた考察であるから，最近の欧米の動向が理解できる点に意義があ

る。欧米といっても，対象になっているのは主として，英国，米国，豪州である。大学教員は個人的に

専門分野にコミットする傾向があったが，本書では，英国を中心に専門分野から機関へのコミットが生

じている事実を論じている。 

第３に，全体に専門職の共通のスカラーシップ観があると同時に，専門分野によって独自のスカラー

シップ観があることも，事例調査によって明らかにしている。その視点は科学社会学の伝統的な視点で

あり，知識や専門分野を基礎に高等教育研究を実証的に展開している点が注目に値する。 

第４に，日本の高等教育研究において，重要な視点を提供していることを看過できない。特に，本書

はスカラーシップ論を主題としているのであるが，それがFD論の重要な視点であることを重視するべき

である。FDの制度化が先行している英国，米国，豪州，とりわけ英国を事例に研究しており，必ずしも

ボイヤーのスカラーシップ概念，特に「教育のスカラーシップ」概念が大学教員の間で定着していない

現状が実証的に明らかにされている事実は，日本のFDの制度化の現状からみても，注目すべきである。

第１段階のFDが進行中と考えられる日本の状況からみると，教育と研究と学習を俎上にのせて議論する

こと自体，先進的な理論や経験のレベルを示しているのであるが，今後，第２段階へ進行する課題をか

かえている日本からは学ぶべき内容となっていると言える。 
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FD文献紹介２ 

 

Fave-Bonnet M.-F. Annoot E.編 

『高等教育における教育実践：教授，学習，評価 

－Pratiques pédagogiques dans l'enseignement supérieur : enseigner, apprendre, évaluer』 

（L'Harmattan, Paris，2004頁） 

 

大場 淳† 

 

１．本書の概要と出版の背景 

 

（1）概要 

E Annoot及びM-F Fave-Bonnetの編集によって 2004年に出版された『高等教育における教育実践：教

授，学習，評価』と題する本書は，大学における教育実践(pratiques pédagogiques)に関する研究成果を

収録したものである。本書の内容は，教員による教授，学生による学習，教育評価，情報通信技術の活用

に及んでおり，「大学教授法に関する現段階における考察の総括」と編者によって位置付けられている。本

書の対象は，高等教育を研究対象とする研究者や学生，あるいは教育実践に関する研究成果を活用し教授

法改善を試みようとする全ての大学教員であるとされる。 

本書は，序説に続いて，教授実践，学習，評価，情報通信技術の四つの部（全11章）が置かれ，その後

に結論，参考文献が続くという構成で，14人の研究者（うち1名はベルギーの大学在籍者）が編者・著者

として参加している。本書の構成と執筆者は以下の表１及び表２の通りである。 

 

表 1 『高等教育における教育実践：教授，学習，評価』の構成 

序説 (Annoot et Fave-Bonnet) 

教授実践 

・ 大学における教授実践：研究の適時性と重要性 (Bru) 

・ 大学第一期課程の教授：適応の新しい形又は教授する「メティス」について (Altet) 

・ 授業の予測と現実の間：DEUG課程教員による実践と表象(représentation)  

(Trinquier et Terrisse) 

・ 「授業で何が起こっているか？」大学における教授実践の概要 (Clanet) 

学生における学びの実践 

・ 学生における学習 (Romainville) 

・ 大学初年次で成功する (Boyer et Coridian) 

・ 確実を追求する学生 (Rayou) 

・ 個別指導制度(tutorat)又は錯綜した意義 (Annoot) 

                                                        
†広島大学高等教育研究開発センター助教授 
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評価 

・ 評価不可能な大学 (Lecointe) 

・ 学習成果の評価 (Michaut) 

そして，新しい技術？ 

・ 技能・技術・対策：手段(instruments)に関する問題 (Albero) 

結論 (Annoot et Fave-Bonnet) 

参考文献 

 

表２ 執筆者一覧（*は編者） 

名前 所属等（出版当時） 

Albero, Brigitte 国立教育研究所(INRP-TECHNE)助教授 

Altet, Marguerite ナント大学教育学教授 

Annoot, Emmannuelle* ル・アーブル大学教育学助教授 

Boyer, Régine 国立教育研究所(INRP)助教授 

Bru, Marc トゥルーズ第二大学教育学教授 

Clanet, Joël トゥルーズ第二大学教育学助教授 

Coridian, Charles 国立教育研究所(INRP)助教授 

Fave-Bonnet, Marie-Françoise* パリ第十大学教育学教授 

Lecointe, Michel トゥルーズ第二大学教育学教授 

Michaut, Christophe ナント大学教育学助教授 

Rayou, Patrick クレテイユ大学附設教員養成センター教育学教授 

Romainville, Marc ナミュール大学教育学教授 

Terrisse, André トゥルーズ第三大学教育学教授 

Trinquier, Marie-Pierre トゥルーズ第二大学教育学助教授 

 
（2）出版の背景 

 本書が教育実践に関する研究に基づいて著されたことは上に述べたが，当該研究の多くは1990年代後半

に行われ発表されたものである。当時のフランスにおける大学を始めとする高等教育機関の状況は，1980

年代後半からの大幅な高等教育進学者の増大を受けて，学生が多様化し，従来の教育の在り方が通用しな

くなっていく時代であった。この間，特に落伍者の多い第一期，就中DEUG課程の教育を改善するために様々

な方策が取り組まれ（大場, 2004a），また，細々とではあるものの学生支援が充実されてきた（大場, 2004b）。 

 仏語でFDの意味するところに近い用語であるformation pédagogique（教授法教育）が幅広く議論され

るようになるのもこの時期である。1995 年，大学長会議(CPU)の中に「高等教育のための教授法教育
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(formation pédagogique à l’enseignement supérieur)」の委員会が設けられ，「教授法の質(qualité 

pédagogique)」についての議論を中心として進めることとなった（Gomel, 1998：48）。また，1997年，大

学において教育評価を行うことを国民教育省が定めたこと（バイル改革）は教員による教育改善活動の活

性化に大きく寄与し，その後シンポジウム開催や研究ネットワークの構築等様々な取組が行われた（大場, 

2005a）。他方，大学内においても，全学的な教育改善のためのセンター類の普及が進んだ。 

 本書で取り上げられた研究の多くは，全国教育研究連絡委員会(Comité national de Coordination de la 
Recherche en Éducation : CNCRE)１が1997年及び1998年に行った研究計画公募に呼応して行われた研

究活動に基づいている（本書 8 頁，以下本書については頁数のみで表示する）。これらの研究は，学生の

多様化を踏まえつつ，教員による教授や学生の学習の日常的な実践を新たな視点から取り上げて分析し，

これらの実践の限界や課題を提示したものである（10頁）。 

 

２．本書の内容 

 
 本書には全部で11の章が収録されている。以下に，それぞれについて概要を示すこととしたい。 

教授実践 

(1) Marc Bru「大学における教授実践：研究の適時性と重要性」 

 本書の第1章に当たる本章は，主として本書の主題である教育実践を理解するために必要な基本的事項

を解説したものである。Bru は，教員や学生に関する諸統計，大学教育の多様化と学生が直面している履

修上の困難，これまでの教授や学習に関する研究や政策の歴史や現状とその評価，新しい情報通信技術が

教育に与える影響等について概説した上で，教員の役割が拡大してきたこと，教育実践の改善の必要性，

教育学の立場からの研究の重要性等を指摘する。そして，実践を踏まえた今後の研究の進め方についての

所見を述べている。 

(2) Marguerite Altet「大学第一期課程の教授：適応の新しい形又は教授する「メティス」について」 

 高等教育大衆化に伴って多様化（別の言い方をすれば「学力の低下」）した学生に教員がどのような対応

をしているかについて，大学第一期教育（DEUG課程）を担当する 35人の教員への聞き取り調査を基に行

われた研究である。Altet は，教員の大半はその役割の重要性を認識しつつも，伝統的な「よい学生」か

ら程遠いことの多い現代の学生に対して，大学教育において期待される目的を達成することについて常に

困難を感じていると述べる。そして，教員はそうした困難に対応するため「適合する器用仕事(bricolages 

adaptatifs)」を独自に開発し対応しており，そうした事実を踏まえて，現場における教員の創意工夫が重

要であることを著者は指摘する。 

(3) Marie-Pierre Trinquier et André Terrisse「授業の予測と現実の間：DEUG 課程教員による実践

と表象(représentation)」 

 前章に続いて，本章もDEUG課程教員の実践を取り上げた研究結果である。心理学，社会学，地理学，経

営管理，生命科学・地学の計16名の教員への聞き取り調査に基づいて，教育活動において教員が行うこと

を意図していたこと(prévision)と実際に行われたこと(réalité)を分析し，その相違に着目しつつ研究を

進めたものである。そして，その認識の相違が教育効果に影響を与えることを著者は報告している。 

(4) Joël Clanet「「授業で何が起こっているか？」大学における教授実践の概要」 

 本書の第1部に当たる「教授実践」の最後の章であるClanetによる本章は，授業の中で起こっているこ

とに着目し，研究を行った結果である。当該研究は，第一期課程の教員と学生に対する質問紙調査及び授
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業（演習等を含む）の観察を行い，授業が行われる環境，授業時間，授業の目的，授業で行われる教育・

学習活動等のほか，ノートをとることを容易にする要因，学生の関心を維持するための手法等についても

調査した。この研究によって，例えば，教員が学生の関心を維持するために用いたとされる手法が必ずし

も学生側からは評価されていないこと，講義・演習・実習間の教育実践の違いがある一方で共通の実践が

あること，学問領域間での教育実践の相違等が明らかにされている。 

学生における学びの実践 

(5) Marc Romainville「学生における学習」 

 著者のRomainvilleは仏語圏ベルギーに位置するナミュール大学に在籍する研究者である。Romainville

は，フランスにおいて「教授法(pédagogie)は小学校教育の問題である」（94頁）と言われ大学では全く関

心を集めなかった時代に，既に大学における教授法の研究に取り組み，ナミュール大学で大学教授法研究

教育センター(Centre de recherche et de formation en pédagogie universitaire)の運営に従事してき

た。Romainville による本章は，本書第二部に当たる「学生における学びの実践」の冒頭において，1960

年代末からの学生の学習活動に関する研究の歴史やその背景を概説するとともに，1980年代に英語圏の国

で提示され，1990年代に仏語圏の国でも認識された学習の七つのモデルを紹介している。そして，このモ

デルは例示に過ぎないとしつつも，複数のモデルを念頭において学際的な研究が推進されるべきことを指

摘する。 

(6) Régine Boyer et Charles Coridian「大学初年次で成功する」 

 本研究は，それぞれ複数の大学における二つの異なった調査（一つは聞き取り調査，もう一つは質問紙

調査）に基づいている。両調査ともDEUG課程の一年次学生を対象とし，保持するバカロレアや性別，学問

領域の相違等を踏まえつつ，学生が大学初年次において成功する要因を探ることを目的としたものである。

調査の結果に基づいて，授業への継続的参加や規則正しさが共通して成功の重要な要因となっている半面，

学問領域によって異なる要因も数多く認められることが報告されている。 

(7) Patrick Rayou「確実を追求する学生」 

 本章を執筆したRayouは，今日の第一期課程学生が，入学後，未知の世界(inconnu)である大学教育を既

に知っている世界(connu)，すなわち中等教育の枠組で理解することによって，知識や授業，学習，評価へ

対応するに際して，一種の「再確認(réassurance)」を行うよう努めているとする。Rayouは，こうした「新

学生(néo-étudiant)」を「延長高校生(lycéen prolongé)」と呼称し，更に，中等教育と同じ手法を用いる

ようになった教員側の対応も含めて，第一期大学教育の変化を「中等教育化(secondarisation)」と表現し

た。そして，中等教育化は一種の課題解決方法と受け止められている一方で，第一期課程が待機の時期と

なり，真の試練がその後に先送りされたことへ警鐘を鳴らしている。 

(8) Emmannuelle Annoot「個別指導制度(tutorat)又は錯綜した意義」 

 編者の一人である Annootによる本章は，1997年の第一期課程教育改革（前述バイル改革）で導入され

た個別指導制度(tutorat)を取り上げたものである。個別指導（制度）とは，Annoot によれば「教員と学

生間の教育における意思疎通を改善することを目的とした方策」であり，受入れ個別指導(tutorat 

d’accueil)と方法論・教授法個別指導(tutorat méthodologique et pédagogique)に分けられ，通常上級

の大学生によって担われるものである。個別指導制度の成果について，Annootは，特定の学生には効果は

あったものの，主対象であった困難状況にある学生には殆ど利用されず，結果としては所期の成果を挙げ

ることができなかったと述べている。 
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評価 

(9) Michel Lecointe「評価不可能な大学」 

 本章は，大学における教育評価について取り扱ったものである。Lecointeは，1997年のバイル改革で導

入された教育評価が大多数の大学において実行されなかったことを取り上げ，特に学生による評価を導入

すべきとしたことが「スキャンダル」であったと述べている。そして，厳格で直接の管理による評価は教

員に耐え難く効果が薄いこと，むしろ，その専門的熟練(pratiques professionnelles)を獲得するための

支援方策として評価は位置付けられるべきことを主張する。 

(10) Christophe Michaut「学習成果の評価」 

 本章は，学生の行動様式及び教育環境等が第一期課程における成功にどのように影響を与えるかについ

て，3大学でそれぞれ経営管理，心理学，生命科学・地学の領域で学習する計1,818人の学生に対して行

われた調査に基づく研究報告である。Michaut は，同じ学問領域における大学間の試験成績の差は，提供

される学習支援等よりも試験の難易度に拠るとし，DEUG試験合格率に基づく大学間を比較した評価を暗に

批判している。また，この調査から，学生の属性や学修歴，行動様式が入学後の学習成果に一定の影響を

与えることが報告されている２。 

そして，新しい技術？ 

(11) Brigitte Albero「技能・技術・対策：手段(instruments)に関する問題」 

 本章は，新しい情報通信技術の発達が教育に与えた影響を取り扱ったものである。Albero は，1990 年

代初頭から行われてきた複数の調査結果を基に，資源（物的・人的）の不足が大学における情報通信技術

活用の妨げになっている一方で，理論的枠組を欠いていることも障害となっていることを指摘している。

すなわち，情報通信技術を用いた教育の在り方を研究するには，複数の学問領域の参加を得て理論的・方

法論的枠組が不可欠であるとする。そして，技術革新の結果，大学教授職の見直しは不可欠であり，大学

以外の機関が高等教育を主として担うことになる可能性が否定できないことを示唆している。 

 

３．本書の特色と意義 

 

 本稿の最後に，本書の特色や意義について，日本の高等教育の状況も踏まえながら考察を加えることと

したい。 

 本書に収録された研究の多くは，大学第一期課程（DEUG 課程）における教育を取り扱ったものである。

実際，最初の「教授実践」に含まれる全ての章，次の「学生における学びの実践」でもRomainvilleによ

る概説である最初の章を除く他の全ての章は当該課程についての研究であり，残る3章の研究主対象も同

様である。これは，フランスの大学において教育上の問題の大半はDEUG課程に生じることを反映したもの

であると考えられる。実際，二年次に進級する際の試験に半数以上が不合格となり，留年を含めても最終

的にDEUG課程を修了するのは7割程度にしか達していない（大場, 2004a）。 

 本書に収録された第一期課程についての研究は，日本において近年注目されることになった初年次教育

の重要性を改めて認識させてくれるとともに，多様化した学生への対応について様々な示唆を我が国の大

学に与えてくれる。本稿でその詳細に入ることは不可能であるが，例えば，学生の属性や学修歴，行動態

様に基づいて学生の成功を分析した事例などは大いに参考になるであろう。大学入学後にほぼ全員が学士

の学位を得て大学を卒業する状況にある日本では，学生の成功の要因についてはこれまで殆ど顧みられず，

この分野での蓄積が極めて少ないからである。なお，フランスでは全国規模の詳細な学生調査（特定の年
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次の追跡調査を含む）が国の機関によって行われており，学生の成功に繋がる要因が綿密に分析されてい

ることも付言しておきたい３。 

 他方，本書で取り上げられた研究の多くにとって，大学の学生の多様化に如何に大学教育が対応してい

くかが最大の関心事であった。学生の多様化は，従来からある普通バカロレアに加えて技術バカロレアや

職業バカロレアが創設され，これらの保持者にも平等に大学の門戸を開かれたことに大きく起因している

（大場, 2004a/2005b）。高等教育への進学率が両国とも5割前後であり，同様に学生の多様化が進んでい

ると考えられるが，フランスの大学における学生の多様化は，偏差値で輪切りにされる日本の大学の学生

の多様化と較べても，一つの大学に限った場合は比較にならないほど激しい。この点については，両国の

大学を比較研究する際に留意する必要があろう。 

 最後に，本書は教育実践に関するほぼ最新の研究を俯瞰するのに適切な文献であるが，その結論で述べ

られているように，現在の研究・実践は大学教育に関して山積する問題の解決には程遠く，今後とも複数

学問領域からの参加を得た研究を推進していくことが不可欠である（301頁）。フランスにおける当該領域

の研究は，英語圏諸国や他の仏語圏諸国と較べても遅れていたものの，2000年代に入って活発になってき

た。今後の研究の発達に，これからも着目していくこととしたい。 

【注】 

1. 1995年の政令第95-674号によって，研究担当大臣（国民教育大臣）の下に，教育研究に関する調査・

課題設定・評価を行うことを目的として設置された委員会組織である（議長は担当大臣）。大臣を除

く委員は，教育行政担当官7人，教育機関代表7人，有識者12人で，委員会の事務局は国立教育研

究所(INRP)が務めた。CNCREは，2000年，政令第2000-32号によって解散された。 

2. このうち，バカロレアの成績と進学後の成績との相関についての学問領域による差について，大場

（2005b：85-86）で取り上げた。 

3. その一部を大場（2005b）で紹介した。 

【参考文献】 

大場淳(2004a)「フランスの大学における「学力低下」問題とその対応」広島大学大学院教育学研究科紀要

第三部/第52号，371-380. 

大場淳(2004b)「フランスの大学における学生支援─進路指導並びに大学情報・進路指導センター(SCUIO)

の活動を中心に─」大学論集第34集，41-61. 
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盤研究A1研究成果報告書，108-129. 

大場淳(2005b)「フランスのバカロレアと高等教育の質保証に関する一考察」『高等教育の質保証に関する
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Heather Fry∗１, Steve Ketteridge∗2 & Stephanie Marshal∗3編著 

『高等教育の教授学習ハンドブック 

－A Handbook for Teaching and Learning in Higher Education: Enhancing Academic Practice』 

(Second Edition, Kogan Page Limited, 2003年) 

 

 加藤 かおり** 

 

１．はじめに 

  

 本書は，英国での大学教員のための教授学習（Teaching and Learning）に関するテキストとして「最も

売れている」といわれるハンドブックである。 

風評はともかく，本書が，2006 年から新任の教員に取得が義務づけられた高等教育資格課程

（Postgraduate Certificate in Higher Education）における各大学のテキストの参考文献欄に，必ずと

いってよいほど載っている一冊であることは間違いない 1)。 

その理由として，インペリアルカレッジロンドンの教育開発センター長のヘザー･フライ氏，ロンドン大

学クイーンメリー校の教育・スタッフ開発部長のスティーブ・ケターリッジ氏，ヨーク大学グッドリック

校教育副学長兼スタッフディベロプメント部長のステファニー・マーシャル氏が代表編著者であり，その

他大学教育開発にかかわる多彩な執筆者が名を連ねているということもあり，プログラム実施側にとって

利用しやすいテキストであることがあげられる。 

しかし，実際内容を見てみると，本書の第1章にもあるように，読者として第１に想定されている対象

が高等教育研究の専門家ではない多様な専門分野にわたる新任の大学教員であり，教育や心理についてと

くべつ学習経験のない人の「学習とは何か」「どうやって学生の学習中心の教育計画をたてればよいのか」

というような基本的な問いに対する答えのヒントや，読者自身が取り組むきっかけを与えてくれる。この

点では，英国内外を問わず，どのような大学教員が読んでも興味深いものがあろう。 

一方，日本のＦＤに関わる教員や高等教育研究者にとって，本書は，現在の英国高等教育における教授

学習の動向や，アカデミックスタッフＳＤ（英国でのＦＤ）プログラムにおける中心的なトピックについ

て，その概略を理解するのに役立つ一冊である。 

 

                                                        
∗１Head of the Centre of Educational Development at Imperial College London  

∗
2Director of Educational and Staff 

Development at Queen Mary University of London  
∗
3Director of Staff Development and Provost of Goodricke College at 

the University of York.  
∗∗

新潟大学・大学教育開発研究センター助教授 
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２．本書の概要 

 

２.１ 全体の概要 

 本書は，その第1章にもあるように，第１に新任の主に学士課程担当の教員を対象とするテキストとし

て書かれている。学生はいかにして学ぶのか，彼らの主体的な学習を促す教授とは何か，適切な成績評価

や教育計画などを中心に授業担当に必要なポイントが，章ごとに独立した読み物として書かれており，多

忙でさまざまなストレスにさらされている教員が，必要なところを必要な時に部分的に取り出して読むこ

とができるように構成されている。所々に，練習問題（Interrogating Practice）や，様々な大学での事

例が挿入されているのも役に立つ。 

また，単に，教授方法を紹介するというものではなく，さまざまな専門分野における異なる教育的な特

徴をふまえつつ，専門的実践，成績評価，授業観察やポートフォリオ作成などにもふれている。経験豊富

な教員や，その他高等教育における成人教育の実践家，教授学習のサポートに関わる人々，管理運営者な

どにも，一般的な教授学習の課題などが概観できる内容となっている。 

 

２.２ 構成 

本書は，概ね以下のような章立てと項目で構成されている。 

１．本書の利用者ガイド（本書の目的，意義など） 

第1部 実践の開発 

２．学生の学習を理解する 

  歴史的学習観（構成主義他学派の学習観など）と現在，成人学習理論，経験的学習，理解レベルや

学習スタイルの研究 

３．教授と学習を組織する－アウトカムベースの教育計画 

  教授学習の運営，学習成果中心の教育計画とその背景，コース／モジュール設計のモデル，体系的

アプローチと学習成果中心の計画 

４．学生評価（成績評価）の原則 

  成績評価のコンセプトと課題，評価方法，教育の質をモニタリングする，自己評価者になる 

５．学生の動機付けを行う 

  無動機と達成動機，動機と行動，動機の開発，学生の動機付けを促す 

６．学習のための講義式授業 

  講義形式の意味，講義形式と他の教授方法との比較，講義形式を効果的にする，学生の問題行動，

学生の視点による「良い講義」 

７．少人数グループでの教授・学習 

  定義づけの背景，グループサイズ，内容，小グループ学習，少人数グループの教育計画，学習者を

準備する，グループ開発の状況，学習環境設定，少人数グループでの教授法タイプ，少人数での効

果的な教授技術 

８．プロジェクト研究および学位論文を指導する 

  なぜプロジェクト研究や論文指導が必要か，学習戦略の目標，スケジュール管理法 

９．学生のスキルを開発する教授・学習 

  雇用者の視点，職業社会で必要なスキル，高等教育の対応，大学教育の回答，実践の実行 

10．経験学習を支援する 
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  学術的学習と経験学習，コース設計に経験学習を導入する，大学内の経験を生かす，自然や職場な

どでの現場経験を生かす，アクションラーニング，オンライン学習，教員の役割， 

11．バーチャル空間，現実的学習：バーチャル学習環境（VLEs）への手引き 

  VLEを一巡する，バーチャルと現実，キャンパスで学習することと家で学習すること，４つの課題，

どのVLEか，新任教員から成功した教員へ，学生の文脈で考える，VLEsについて知る必要性，自分

の教育方法を見直す，自分の時間を考える 

12．学生の学習を支援する 

  多様性における学習，学習支援の必要性，スキル開発，学習支援のプロセス，全キャンパスにわた

る学生サービス 

13．教育における質と基準を保証する 

質と基準に関わる定義および専門用語，高等教育をめぐる国家的背景，質と基準の動向，しつの向

上および管理における教員の役割 

14．教育評価 

  評価の文脈，フィードバックの種類と方法，分析と解釈，実行 

第２部 教授・学習に関する学術的開発 

15．省察的実践 

  振り返りとは，初心者から専門家へ，省察的実践家になる，学習スタイルからみる教授法の概念 

16．授業観察 

  授業観察の意義，観察の観点，プロセス，フィードバック 

17．教授記録（ポートフォリオ） 

  定義と背景，ポートフォリオの内容，作成手順，使用メディア，ポートフォリオによる評価 

第３部 専門分野における教授・学習 

 専門分野ごとの，教育計画（カリキュラム設計），教授方法（講義形式やグループ学習など），成績評

価，学生の学習支援について 

18．実験科学および工学 

19．情報・コンピューター科学 

20．人文社会科学 

21．看護学および助産学 

22．言語学 

23．医学歯学 

24．会計学，ビジネス，経営学 

25．数学，統計学 

用語解説 

 

２.３ 学生（学習者）中心の学習の理解とアウトカムズベースの教授学習 

 本書は，どの章もＦＤにおいて様々な基準やガイドラインを提示する際に役立つ内容となっている。そ

の中でも，特に第２章および第３章は，英国をはじめ欧米で急速に移行しつつある学生中心の学習やアウ

トカムズベースの教授学習計画について，背景にある理論の理解および実行のための枠組みをわかりやす

く提示している。編著者自身がこの章（第２章）だけでも読んでほしいとあげている部分であり，教授学

習のワークショップなどでの資料としても用いられている部分でもあることに納得がいく。ここでは，(1)
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学生はいかに学習するのかを理解する（第２章）と(2) アウトカムベースの教育計画（第３章）について，

概説する。 

 

(1)  学生はいかに学習するのかを理解する 

 教授学習を行う上で重要なことは，学習者が行動し，知識を得て理解するためには何が役立つのかとい

うこと，学生はいかに学ぶのかということに気を配るということである。そのために，ここでは，学生が

どのようにして学習するのか，その行動形態について説明できる範囲で，高等教育に役立つ，以下のよう

な一般的な学習モデルや考え方を紹介している。 

1)構成主義 (Constructivism) 

 学習を理解するための理論において最も卓越しているのが構成主義である。現代の心理学者の多くがこ

の理論を人間がいかに学習するかを説明するのに用いている。 

 構成主義が伝えているのは，「私たちが新しい理解や知識を，私たちのもつ古い理解や知識の延長に組み

込んで，あるいは合わせることによって学ぶ」２）ということである。いわゆる「白紙状態に書き込む」と

いうことはめったにない。もちろん，事前の知識や理解が初歩的であったり，誤っていたりすることはあ

るが，なんらかの事前の知識や理解に付け加えられた形で，またはそれが変化するという形でしか学習は

起こらない。さらにそうした変化が起こった時，理解した事実の記憶を長期間にわたって保持することが

できる。したがって，講師は新しい知識を伝達する際，学習者の持っている文脈(context)につなげること

が大切である 3）。 

2)成人学習理論 

 最も有名な成人学習理論にノールズ(Knowles)のアンドラゴジーがある(andragogy)。そもそも成人の学

習をそれ以外の学習と区別できるのかということに議論が分かれるところでもあるうえに，ノールズのア

ンドラゴジーは長期にわたり幾度もその定義を変えられてきたため複雑で果たして学習理論なのかどうか

疑問がある。しかし，彼の提示した成人が学習する際の５つの原理は，その後の成人学習に大きな影響を

与えてきた。その原理とは，次の５項目である 4）。 

○人は成熟するにつれて，より自己決定的になる。 

○成人は経験を蓄積しており，それは学習の豊かな資源となる。 

○成人は，彼らが何かを知る必要を経験したとき，学習の準備が整う。 

○成人は子供より科目中心ではない傾向がある。彼らは，ますます問題中心となる。 

○成人にとって，もっとも強い動議は内的である。 

これらの原理については，実証性が欠落しているなどの批判があるが，少なくとも高等教育における学

生の自立的学習や自己決定学習，問題中心の傾向，内的動機付けの重要性などは，この原理と関連性があ

る。 

3)経験学習 (Experiential Learning) 

 経験は，学習プロセスにおいて中心的な役割を果たすことは言うまでもない。経験学習の理論は，理解

とは固定的なものではなく，経験によって形成され，再形成されるものであるという概念に基づいている。

この理論についての認識は，高等教育における教授方法の多く，例えば課題中心学習，実験学習，実践作

業，アクションラーニング，ロールプレイ，その他多くの少人数教育における基盤として必要である。中

でも，コルブ(Kolb)の「学習サイクルモデル」は，しばしば修正され，簡易化されながら用いられている

理論である。 

 コルブのモデルは，①具体的な経験，②省察的な観察，③抽象的な概念形成，④積極的な試行活動を学
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習が成功するための能力の要素としてあげ，これらが順に循環して確信が生じるというものである。すな

わち，学習のサイクルは単に実行（体験）するだけでなく，振り返り，処理し，考察し，一層深く理解す

るということを含んでいる。これらの4つの学習能力の要素は，個々の学習者の学習スタイルや，高等教

育でいえばその学術研究アプローチのあり方によって，どの部分がより強調されるか異なってくる。例え

ば，数学のような分野では，抽象的な省察が中心であり，この場合③の抽象概念の形成と②の省察的な観

察による振り返りの要素に重心が置かれる。おそらくこの「省察（振り返り）」および「省察的実践」の概

念は，高等教育の教員にとって容易ではないので，その理解には支援が必要であるという。振り返る能力

は，専門的知識よりも専門のコンピテンスと関連があり，その能力開発は，生涯学習の鍵となる観点でも

ある５）。 

4)理解レベルと学習スタイルについての研究アプローチ 

 第２章の最後に，学習成果の質に影響を与える，学習法，理解レベル分類，学習スタイルについての研

究を紹介する。 

①学習法 

深層的な学習法は，たとえば意味の理解や探求，新しい考えと現存する知識との識別や批判的な評価，

鍵となるテーマやコンセプトの判断など，学生が学習から最大限の意味を得られるようなアプローチであ

り，高いレベルの認識へ到達する。 

一方，表層的な学習法は，作業をこなす，情報を記憶するなどである。いわゆる「丸暗記」の学習は典

型的な表層的学習法である。この学習法では，知識は意味のある枠組みなしに習得される 6)。 

②理解レベルのSOLO分類法 

 分類学（taxonomy）は，学習成果（Outcomes）や達成目標についての研究の基盤となっている理論であ

る。これによると，理解のレベルは前構造的，単一構造，多角構造，理論的構造，拡張構造の５つの階層

に分類される。この理解のレベル分類は，学習の達成目標を設定したり，それに基づく評価を行ったりす

るなど，カリキュラム開発に使われる。 

③学習スタイル 

 学習スタイルについては，最もよく知られているハニー(Honey)とマムフォード(Mumford)の４つの分類，

活動家型，熟考家型，理論家型，実用家型について簡略的に紹介されている。 

 

(2) アウトカムズベース（学習目標・成果中心）の教育計画 

 近年，高等教育における教育学習デザイン方法の主流は，「アウトカムズベースの計画」である。ここで

は，アウトカムズベースの方法を用いることの理論的根拠をあげること，科目の学習目標・成果を書いて

みること，学習目標・成果と学生の特徴，科目の内容，教育学習戦略，成績評価とのつながりを明確にす

ること，学習目標・成果の実用性を評価することを目指す。 

1)アウトカムズベースの計画の背景 

 高等教育質保証協議会（HEQC）の卒業水準の認定(1997)やデアリングレポート(1997)以降，英国および

諸外国においても，教授学習のプロセスを教員および学生に対して，より目に見える形，透明性ある形で

作成することの重要性が問われるようになった。 

もともと30年以上前から行動心理学を始点に，高等教育における行動目標（Behavioral Objectives）

設定について議論がなされてきたが，そこでは，教員が何を教えたいのかという意味での学習目的 

(Objectives) と学生が成果として何ができるようになるのかという意味での学習成果/目標 (Outcomes）

との間で意見が分かれていた。その後，デアリングレポートにおいてアウトカムズが推奨されたことを受
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け，こちらを用いることが中心となったのである。ここでのアウトカムズとは，一般目標(Learning Aims）

以上の内容であるとともに，特定の目的 (learning Objectives)ではないものと考えられている（ウォー

カー，1994）。 

2)科目設計のモデル，系統的方法とアウトカムズベースの計画 

 科目設計の方法には，大別すると，システムアプローチ，知識中心アプローチ，問題中心アプローチ，

創造的/経験的アプローチ，訓練/ワークショップ中心アプローチの５つがある。このうちシステムアプロ

ーチが，アウトカムズベースの教授学習方法に最も近しい関係にある。 

システムアプローチの大きな特徴は，①ステップ A：目的目標（objectives, Outcomes）の設定から始

めて系列的なトピックを考え，②ステップ B：学生の特徴，例えば事前の知識や学習スタイル，学習動機

などを評価し，③ステップC：教授学習の計画，D：実施，E：学習成果の評価，そして④ステップF：その

結果による教授学習計画の修正，更新という手順にある。このモデルでは，焦点は，教員が伝える内容や

教員の知識ではなくて，学生によって達成される成果，学生の知識ニーズにあてられている。このアプロ

ーチを用いると，的を射た授業デザインを建設的に行うことができるという。 

 ここでは，さらにステップAからFまでの段階を踏んで，実践的にシステムアプローチによる教授学習

計画を作成できるように，アウトカムズを記述する際用いる述語の例，目的とアウトカムズでの述語の相

違，学生の特徴を示すカテゴリーの例などが具体的にあげられている。 

 

３. 総括および日本のＦＤへの示唆 

 

 ＦＤを企画実施する者として，高等教育および成人学習について研究する者として，私自身が本書から

学んだことは，まず，英国の高等教育が教育から学習へかつてないほど急速に傾斜していること，その学

習観においては「学習成果（アウトカムズ）」中心を高等教育の基準として設定しつつあり，英国のアカデ

ミックスタッフＳＤでは，この基準の普及に主眼が置かれているということである。 

そのほか，学習成果（目標）と目的の相違を明確に示していること，構成主義や成人学習理論を基に「学

習者中心」とは，単に参加型などのスタイルというよりも「学習者のもつ文脈」を基点とすることにある

ことなど，学習に関わるエッセンスを一度に学ぶことができる。 

 一方，本書は現在の英国の高等教育における教授学習についての理解に役立つだけではない。ここで展

開される理論や教育実践のためのヒントをベースにＦＤのためのワークショップを組み立てることができ

る。 

本書の筆頭編著者であるヘザー・フライ率いるインペリアルカレッジロンドンでの高等教育資格課程の

ワークショップに参加したところ，そのワークショップ自体が「学習成果中心」のプログラムであり，本

書で紹介される「いかに学ぶのか」の学習理論をベースとした深層的アプローチ（Deep Approach）のプロ

グラムとなっていた。実際，これを真似て，小さなワークショップをプログラムし実施してみると，思い

がけない参加者の「深い理解」が得られた。その意味では，教員という成人学習者を対象とした学習プロ

グラムとしてのワークショップ型ＦＤを企画実施する立場としても，大変参考になるテキストである。 

さらに，本書の編著者および協力者のリストは，英国の，ＦＤはじめ教授学習の支援体制の厚みを物語

っており，ＦＤが決して片手間に行われているものではないことがわかる。 

同時に，高等教育の専門家とは何かという疑問を投げかける。例えば，代表編著者のヘザー・フライは，

以前はロンドン大学教育研究所，通称IOEという大学院レベルの教育実践専門家養成機関の教員をしてい

た教授学習実践の専門家であり，インペリアル大学における高等教育資格課程の責任者として，その課程
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のプログラム開発および企画実施を行っている。同氏に限らず，英国のアカデミックスタッフＳＤを担当

しているセンターなどの教育専門スタッフの多くは，教授学習の研究者であるとともに，教育実践の専門

家である。 

加えて，本書の構成をみると，なるほどセンターの教育スタッフには，教授学習の研究者，実践の専門

家，各専門分野の教員をつなぐコーディネーターとしての役割があることがわかる。日本におけるこのよ

うな高等教育の専門家を養成することの必要性をも感じさせてくれる一冊と言える。 

 

 

【注】 

1) 例えば，ロンドン大学教育研究所の Certificate in Teaching and Learning in Higher and 

Professional Education，インペリアルカレッジロンドンの Certificate of Advanced Study in 

Learning and Teaching，レスター大学のPostgraduate Certificate in Academic Practice in Higher 

Education，ロンドン大学ロイヤルハロウェイ校のPostgraduate Certificate in Academic Practice 

in Teaching and Learningなどのハンドブックの参考文献欄にも本書はあげられている。 

2) 「文脈」は，この後に登場する深層的アプローチや学習者自身が考える学習を組み立てる上で重要な

概念となる。既存の知識，経験などを含め，学習者の現在ある状態を学習の出発点と捉える

(Brookfield,1986)。 

3) 11頁 

4) 13頁 

5) 振り返り，reflectionは，成人学習における自己変容のためのプロセスであり，能力としても重視さ

れている(Mezirow,2000)。高等教育における深層的アプローチ（deep approach），すなわち自分で様々

な文脈につなげながら理解し，考えるための方法として展開されている(Biggs,2003)。 

6) この２つのアプローチ概念については，ビッグス(Biggs,1987)やラムズデン(Ramsden,1988)が詳しい。 

 

【参考文献】 

- Biggs, J. (2003).Teaching for Quality Learning at University, Buckingham: SRHE & Open 

University Press. 

- Brookfield, S.D. (1986). Understanding and Facilitating Adult Learning, Buckingham: Open 

University Press. 

- Brockbank, A., McGill, I. Facilitating Reflective Learning in Higher Education. Buckingham: SRHE 

& Open University Press. 

- Mezirow, J.& Associates (2000). Learning as Transformation, San Francisco: Jossey-Bass. 
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FD 文献紹介４ 

 

Kay Herr Gillespie 編 

『ファカルティ・ディベロップメントの手引書：実践の助言，実例，方策 

—A Guide to Faculty Development:Practical advice, examples, and resources』 

（Anker Publishing Company，2002年，290頁） 

 

天野 智水*・長澤 多代**   

 

１. 本書の特徴と著者 

 

本書は，ファカルティ・ディベロップメントの理論的背景の解説を含めながらも，実践的な提案を主な

内容とする実践書である。関連事項の情報源，そのまま利用できる教材も豊富に紹介されている。本書の

一部は，1988年に出版された『新しい専門家のためのハンドブック（A Handbook for New Practitioners）』

にもとづいている。想定される読者には，ファカルティ・ディベロップメントをこれから実施する者，実

施経験のある者に加えて，ファカルティ・ディベロップメントを促進し理解を深めることに関心をもつ大

学の執行部がいる。 

本書の出版は Professional and Organizational Development Network in Higher Education（POD 

Network）の後援を受けている。POD Networkは，ファカルティ・ディベロップメントの取り組みを推進す

る専門家団体であり，1976年に設立されている。本書の冒頭には，POD Networkの綱領が記されている。 

編者であるKay Herr Gillespieはコロラド州立大学の名誉教授である。Gilliespieは，この大学の外

国語・外国文学部で教鞭をとりながら，1976 年からファカルティ・ディベロップメントを担当している。

また，POD Networkでは，中央委員会の委員を務め，1998年から1999年に総裁を務めている。22名から

なる著者の多くは，高等教育の研究機関，大学の教育支援関係のセンターやファカルティ・ディベロップ

メントの担当部局に所属している。これらの機関は，一部にカナダを含むものの，そのほとんどが米国で

ある。本書の記述を引用すると，著者たちは「それぞれの実践，調査，理論との結びつきを通してファカ

ルティ・ディベロップメントの分野を形成してきた先駆者であり刷新者」である。本書を通して，ファカ

ルティ・ディベロップメントに従事してきた先達の知識や経験が共有されることが期待されている。 

 

２. 本書の構成 

 

 本書は６部24章から構成される。 

 

                                                        
* 長崎大学大学教育機能開発センター講師 
** 長崎大学大学教育機能開発センター助手 
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第1部 ファカルティ・ディベロップメント・プログラムの準備 

 １章 教員開発，教育開発，組織開発：選択肢とその選択（Robert M. Diamond） 

 ２章 教育・学習センターを設置・運営するための10原則（Mary Deane Sorcinelli） 

 ３章 プログラムの類型とプロトタイプ（Delivee L.Wright） 

 ４章 教育開発プログラムの確立：一事例（L.Dee Fink） 

第2部 教育実践の評価 

 ５章 カレッジの教育評価を改善する（L.Dee Fink）  

 ６章 コンサルティングのプロセス（Karron G.Lewis） 

 ７章 授業観察：協働者としての観察者（Luann Wilkerson; Karron G.Lewis） 

 ８章 小集団による指導法の分析：指導について学生の認識を高める（Nancy A.Diamond） 

 ９章 現在の知識が過日にあったなら：1年生コンサルタントのトップ10リスト（Jill D.Jensen） 

第3部 実践計画 

 10章 専門的資質の開発プログラムを促進する（Susan A.Holton） 

 11章 成功するワークショップを計画する（Linda R.Hilsen; Emily C.(Rusty) Wadsworth） 

 12章 キャンパス・ニューズレターの創意工夫（Laura Border; Linc.Fisch; Maryellen Weimer） 

 13章 不安の要素を明らかにする：テクノロジーを原則のある子どもの遊びにする（LeAne 

 H.Rutherford） 

14章 役立つ配布資料：積極的なクラスの雰囲気づくりとその維持（Linda R.Hilsen） 

第４部 特定の読者に向けて 

 15章 組織における効率性の向上：学科長との協働（Ann F. Lucas） 

 16章 教育能力に乏しい教員の教育改善を図る（Ann F. Lucas） 

 17章 問題解決型学習（Richard G. Tiberius） 

第５部 多様性への言及 

 18 章 多文化ファカルティ・ディベロップメント活動の概念化，設計，そして実施（Christine A. 

Stanley） 

 19章 教室における多様性に言及する方法（Lee Warren） 

 20章 レズビアン，ゲイ，トランスジェンダーの人々について（Christine Imbra and 

 Helen Rallis） 

第6部 ファカルティ・ディベロップメント委員会への指針：目標，構造，そして実践 

 21章 ファカルティ・ディベロップメント委員会の基本（Joyce Povlacs Lunde and  

Madelyn Meier Healy） 

22章 ファカルティ・ディベロップメント委員会に関する質問と回答（Joyce Povlacs Lunde  

and Madelyn Meier Healy） 

23章 ファカルティ・ディベロップメント委員会チェックリスト（Joyce Povlacs Lunde  

and Madelyn Meier Healy） 

24章 ファカルティ・ディベロップメント委員会のためのリソース（Joyce Povlacs Lunde  

and Madelyn Meier Healy） 
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３. 本書の内容 

 

第1部は，ファカルティ・ディベロップメントの意味，対象とする範囲，種類などの基本的事項を紹介

している。 

第１章は，教育改善が必要になった背景，教育改善のアプローチとその方法を紹介している。まず，教

育改善が必要になった背景には，1980年代より米国で発行された各種報告書が大学の学習・教育への関心

の低さを指摘してきたこと，これをもとに，学生，両親，州や国家の主導者が教育・学習効果に注目して

大学に教育改善のプレッシャーを与えるようになったことがある。大学が教育の質的向上を図るには，個

別の取り組みから教育改善に公的な責任をもつ部局の設置まで複数の選択肢があるとしている。一般に，

教育の質的向上を図るには，教員開発，教育開発，組織開発の3 つのアプローチがある。1つめの教員開

発（狭義の Faculty Development：FD）は，教員個人の教育スキルの向上を重視するもので，コンサルテ

ィング，ワークショップやセミナー，ピア・レビューなどの方法をもつ。2つ目の教育支援（Instructional 

Development：ID）は，コースやカリキュラムの改善を背景とする学生の学習を重視するもので，コースや

カリキュラムのデザイン・実施・評価，コースやカリキュラムへの情報や教育技術の組みいれなどの方法

をもつ。3 つ目の組織開発（Organizational Development：OD）は，大学の構造や部局間の関係を重視す

るもので，学科長や学部長を対象にした組織改善の活動などの方法をもつ。3 つのアプローチは，影響の

大きさと影響を与えるまでの時間が異なるが，相互に関係している。大学ごとに効果をもつアプローチが

異なることから，大学の執行部はどのアプローチを選択するのかを決めることが必要になる。 

第2章は，ファカルティ・ディベロップメントのプログラムを創りあげたり，既存のプログラムを強化

するための10原則が，さまざまな大学の事例とともに紹介されている。ただ，この10原則は，指令では

なく，新しい取り組みのための指針に過ぎないという断りがある。原則①：教員，ティーチング・アシス

タント（TA），執行部，学生など，あらゆる利害関係者との関係を構築する。原則②：プログラムを執行す

るために，効果的なリーダーシップとマネジメントを担う人員を確保する。原則③：教員自身がプログラ

ムを提案したり実施すること（faculty ownership）を重視する。原則④：大学執行部，学部・学科長の積

極的な関与を促す。原則⑤：プログラムの指針・明確な目標・評価の手順を開発する。原則⑥：大学組織

の中に，戦略的に教育支援センターを位置づける。原則⑦：あらゆるニーズを視野に入れながらも，資源

やスタッフの強みを活かせるプログラムを提供する。原則⑧：専門分野の枠を超えた教員間の協力関係と

コミュニティの形成を促す。原則⑨：アイディア・スタッフ・資源・財政補助等について計画的な協働戦

略を他の部局と構築することにより，プログラムを開発・発展させる。原則⑩：プログラムへに貢献した

教員を表彰・報償する。 

第3章は，プログラムを企画するための基盤を形成する要素を検討し，異なるニーズに対応するプログ

ラムについて説明している。まず，プログラム企画の基盤を形成する要素として，リーダーシップ，大学

のコミュニティ，大学内の教員，プログラムの成熟度，資源の利用可能性があるとしている。このうち，

理事，リーダー格の教員，ファカルティ・ディベロッパーなどリーダーシップを発揮する人々の経験，関

心，専門分野が提供するプログラムを決定することが指摘されている。また，大学ごとにファカルティ・

ディベロップメントのニーズや実現の可能性が異なることから，大学のミッション，規模，学生の特性，

教員の役割を検討することの重要性が指摘されている。次に，プログラムを企画・実施する組織には，大

学内のセンター，複数の大学による協働プログラム，特定の目的をもつセンター，プログラム開発機構が

あるとして，それぞれについて米国やカナダの大学や専門機関が紹介されている。 

第4章は，ある中規模の州立大学が教育開発プログラムを準備するときに役立ったアイディアと活動に
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ついて，具体例とともに説明をしている。最初に，教育開発プログラムを準備するにあたって有益だった

5 つの因子をあげている。この5 つの因子には，①新しいアイディアや試行的プログラムを生みだす支援

グループの存在，②新しいアイディアを試みる上でリスクの少ない環境，③大学の教育状況の理解と必要

なプログラムの検討，④教員から信頼を得るための教育支援基盤の整備，⑤大学執行部の支援がある。 

 

第2部は，教育効果を評価し向上させるさいに生じる重要な問題について実践的な方策を示している。 

第 5章は，最初に授業評価関係の先行研究を整理し，授業評価のあり方を，授業の本質，評価の視点，

授業の質的な評価，自己改善のための評価，個人の意思決定のための評価の点から検討している。この中

で，評価には4つの視点があるとしている。①投入資本（input）には，学生の性質もしくは教員の性質が

あり，②過程（process）には，コースの決定とクラスにおける態度がある。③成果（product）には，学

生の学習の量とタイプがあり，④文脈（context）には，授業を取り巻く物理的・社会的・制度的・個人的

要因があるとしている。 

第6章は，教員の指導法にもっとも影響を与えると言われる個々の教員を対象とするコンサルティング

（individual consultation）について，相談者を得る方法，コンサルタントの役割，コンサルタントに必

要なスキルを検討している。コンサルタントの役割には，データ収集・管理者，促進者（facilitator），

教員の支援システム，カウンセラー，情報源があるとしている。コンサルタントに必要なスキルには，聴

き取り，データ収集，クラス内の観察，データの分析補助，相談者に自信を与えること，共感，ファカル

ティ・ディベロップメントおよび教育関係の文献の知識があるとしている。 

第7章は，教育改善もしくは評価のための協働的な授業観察（collaborative observation）について，

授業観察の実施プロセスと授業観察の限界を述べている。授業参観の協働者はファカルティ・ディベロッ

パーである。授業観察のプロセスは，事前相談，観察・記録，事後相談からなる。授業観察のデータは教

育と学習の問題を部分的に捉えるに過ぎないために，更なる情報源として，学生の成績，学生による授業

評価，教員以外の観察者によるさまざまな場面における観察，ビデオによる録画，シラバスを含む教材の

レビューが重要になることが指摘されている。 

第8章は，小集団に分けられた学生による教員の指導分析（Small Group Instructional Diagnosis: SGID）

のプロセスとその成果を紹介している。SGID の手順は，インタビューの場の設定，インタビューの実施，

情報の組織化，フィードバックの実施，学生へのフィードバックを目的とした指導計画の作成からなる。

インタビューの実施では，6-8 名からなる学生が授業に関する複数の質問について話し合う。次に，少数

意見を重視しながらも，グループ内の総意でひとつの回答を決める。最後に，クラス全体の話し合いをも

とに，質問毎にひとつの回答が決定され，クラスの総意として採用される。 

第9章はコンサルタントに修得すべき10の秘訣をカウントダウン形式で紹介している。⑩実施内容や

支援の範囲など，自分の立場の限界を知る。⑨依頼者や状況に個別に対応できるように準備する。⑧クラ

スにおける観察対象を明確にし，記録のとり方に習熟する。⑦依頼者がコンサルタントに期待することに

気づく。⑥授業評価を学期の半ばで実施する。⑤どのような授業であっても，成功している点を見つけて

賛美する。④教員自身が改善点に気づくように促す。③秘密を厳守する。②教員の意向が反映された授業

をコンサルタントが支援する。①教員との協同的な関係を築き上げる。 

 

第3部は，ファカルティ・ディベロップメントを取り組むにあたって一般的にみられるプログラムの特

徴を示している。 

第 10章はプログラムの広報のあり方を紹介している。具体的には，年度末に翌年度のプログラムのパ
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ンフレットと年間の行事予定表を全教員に配布すること，案内を繰り返し送付すること，キャンパスのニ

ューズレターに関連記事を掲載することがある。 

第 11章は，教職員を対象とするワークショップを成功させるために，ニーズの把握とテーマの選択か

ら，企画立案，実施内容と方法，評価にいたるプロセスに必要な留意点を具体的に解説している。付録と

して，ワークショップを実施する際の業務事項のチェックリストがある。 

第 12章はニューズレターを発行する目的と効果的な作成法を示している。ニューズレターを発行する

目的は，教員，大学執行部，TAに教育改善に関する情報を提供することにある。教育者を対象とするニュ

ーズレターの目的には，効果的な指導法の情報を提供すること，指導法や学習スタイルについて意見を交

換すること，優秀賞を獲得した教員やTAを紹介すること，新しい指導法を発表する場を教員に提供するこ

とがある。 

第 13章は教員がテクノロジー環境の変化に対応するための支援策を示している。教員がテクノロジー

に抱く怖れには，時間をとられること，能力がないようにみられること，どこから始めればいいのか，誰

にたずねればいいのかわからないこと，誤った選択をしてしまうことがある。これらの具体的な解決策と

して，遊びの要素を加える，テクノロジーを学習するためのコミュニティをつくる，学生が教員にテクノ

ロジーについて解説することが提案されている。 

第 14章は，小規模のクラスにおいて積極的な雰囲気をつくるための方策を提案している。具体的な方

策として，「始業前に教室に到着して，準備をしながら学生と談笑する」，「科目の目標や学生に期待するこ

とを明確に伝える」，「アイ・コンタクトをとる」などがある。 

  

第4部は学科長や問題解決型学習に関心をもつ者といった，特定の人々にアイディアを提供するための

章から構成されている。 

第 15 章は学科長とディベロップメントの関係を述べている。学科長は学科の質的向上のために教員を

動機付けるリーダーシップ，知識，スキルを身につけていなければならない。しかし，4,500 名の学科長

を対象とした調査からは，彼／彼女らはそれらに欠けていることが分かった。ファカルティ・ディベロッ

パーは学科長と協力関係を構築し支援を行うことが必要である。そのためにファカルティ・ディベロッパ

ーがとるべき具体的な方法として，学科長のリーダーシップを開発するワークショップを開催するよう執

行部に働きかけること，学科長の勉強会を主催すること，そしてその勉強会で教育に関する経験や専門知

識を検討材料として提供することによって勉強会を促進すること，が述べられている。 

第 16 章はファカルティ・ディベロップメントのためのワークショップに参加しない教員への対応策が

述べられている。教員の中には，テニュア取得という動機付けがなければワークショプに参加しないもの

がいるし，教育効果の改善を図ることが自分の職務ではないと感じている学科長も少なくないように思わ

れる。そうした抵抗感をもつ人々を引き付けるためには工夫が必要である。まずは学部長との信頼関係を

構築し，それを背景として学科長の信頼を得て当該学科の教員のニーズ・アセスメントを実施する。教育

業績の低い学科を最初にアセスメントの対象とすると警戒感をもたれることがあるので，教育業績の高い

学科を最初に対象とするのがよい。ニーズ・アセスメントは教員がどのようなワークショップに関心をも

っているか，その優先順位はどうであるかを調べる。次に実際的でタイムリーな，そして焦点を絞った具

体的な目標をかかげたワークショップを設ける。そしてワークショップ終了時には，学生の学習成果を向

上させるのに役立つどのようなことを学んだか，あるいはどのトピックが最もよかったかを調査すること

が述べられている。 

第 17 章は医学部における問題解決型学習を扱っている。そして，ファカルティ・ディベロッパーはそ
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の理念を把握し，教員がその理念を理解する手助けをしなければならないと述べられている。 

 

第5部は多様性をキーワードに，概念のフレームワークや実践的なアプローチを提供する章から構成さ

れている。 

第１８章は多文化に対応したファカルティ・ディベロップメントを実施するためのアプローチ方法につ

いて述べている。今日の教員は伝統的な学生だけではなく，人種，性別，年齢，性的関心（同性愛など），

障害の有無といった点で多様な学生に対応した教育のあり方を検討することが必要である。この必要性に

応じたファカルティ・ディベロップメントのデザインが示されている。 

第 19 章でも同じく教室における学生の多様性に焦点をあて，この問題に関する議論を展開するために

筆者が実施した3つの方法を述べている。１つめは事例研究で，教室で起こった出来事を再現した記録を

もとに，自分たちであればどのような行動をとるかを議論するものである。２つめはファカルティ・ディ

ベロップメントの場を事例とした体験学習で，参加教員にその場で起こったことで気付いたことを検討す

るものである。例えば男性が女性よりも多く発言しているとか，白人が議論を支配しているとか，有色人

種の人々が攻撃的な発言をしているといったことが発見できるかもしれない。３つめは階級に関するワー

クショップで，ワークショップに参加した教員たちに自分たちが所属していると考えている階級のことと，

それによるメリットとデメリットについて議論してもらうものである。これにより教員が階級の問題に意

識的になり，複数の階級からなる学生たちとどのように関わっていくかについてのより良い選択肢を与え

ることが可能となると述べられている。  

第 20 章はレズビアン，ゲイ，トランスジェンダーの人々に関するものである。これらの人々について

は，人種や文化の多様性についての理解が深まっていることに比べて，まだ十分な理解がされているとは

いえない。この問題に関するワークショップの内容が提案されている。 

 

第６部はファカルティ・ディベロップメント・プログラムの実行に不可欠な構造，すなわちファカルテ

ィ・ディベロップメント委員会に関する章より構成されている。 

第 21 章はファカルティ・ディベロップメント委員会の性格，目標，構造，活動および機能について述

べている。ファカルティ・ディベロップメントを担当する部署やセンターがある場合，しばしば委員会は

センターへの助言機能をもつことになり，センター関係者は委員会の議長やメンバーとなる。両者は協働

してイベントを実施し，予算を共有することもある。委員会の目標は，教育と学習の環境を改善するあら

ゆることを組織的に検討することにある。委員会の活動としては，ファカルティ・ディベロップメントに

関する予算配分と，ワークショップ等の具体的なファカルティ・ディベロップメントの実施があげられる。 

第 22 章はファカルティ・ディベロップメント委員会の立ち上げに関心をもつ人々から筆者たちに寄せ

られた典型的な質問と，それらへの回答が述べられている。質問は，①部局長や管理者はファカルティ・

ディベロップメントを開始するために何ができるか，②ファカルティ・ディベロップメントは教員の評価

にどのように関係するか，③ファカルティ・ディベロップメントを主導した中心的な管理者が去った場合

はどうするか，④委員会の動機付けをどのように行うか，⑤ファカルティ・ディベロップメントへの参加

率をどうやったら向上させることができるか，⑥委員会はどこまでの仕事をすることができるか，⑦教員

が変化に懐疑的な場合や，反対の立場をとった場合，委員会は何ができるか，⑧委員会と教員組合の関係

はどうあるべきか，⑨委員会が存在している場合，ファカルティ・ディベロップメントのための調整機関

やセンターが必要であるか，⑩ファカルティ・ディベロップメント活動を評価する場合の最低基準はどの

ようなものか，という内容である。 
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第 23 章にはファカルティ・ディベロップメント委員会のあり方を問うチェックリストが掲載されてい

る。その項目は，①委員会を構成するメンバーの身分（メンバーシップ），②学内における委員会の位置付

け，③ニーズ・アセスメントの実施状況，④予算，⑤機能，⑥プログラム，となっている。 

第24章はファカルティ・ディベロップメントに役立つリソースとして，「スタッフ，プログラム，およ

び組織開発協議会（The National Council for Staff, Program, and Organizational Development）」等

の組織や，高等教育関係の出版物を紹介している。 

 

４．おわりに 

 

本書を通じて強調されていることを以下の４点にまとめる。 

第１に，ファカルティ・ディベロップメントに対する教員のオーナーシップを尊重することである。す

なわち，ファカルティ・ディベロップメントへの教員の自発的・積極的参加がファカルティ・ディベロッ

プメントの成功の鍵だということである。 

第２に，ファカルティ・ディベロッッパーの役割として，促進者（facilitator）や情報提供者（resource 

finder）という言葉が使われていることが興味深い。ファカルティ・ディベロッパーは教育の達人でもカ

リスマ的指導者というわけではない。ファカルティ・ディベロッパーが教員の教育活動を改善するのでは

ない。教員自身が教育改善を改善するのである。教員が自らの問題に気づき，改善できる環境を整備し，

提供するのが，ファカルティ・ディベロッパーや教育支援センターに求められる役割である。 

第３に，ファカルティ・ディベロップメントの実施にあたって，ファカルティ・ディベロップメントを

担当するセンターとその他の部局との協働が重視されている。具体的には，情報関係のセンター，語学セ

ンター，研究支援センター，附属図書館などの部局がある。教員個人の教育改善を図るために，教育支援

センターを越えた組織的な支援体制が整備されることによって，大学規模の教育支援体制の整備が目指さ

れている。また，個々の大学内の支援にとどまらず，他大学との協働，POD Network による支援など，よ

り広い範囲で教育支援体制の整備が目指されていることがうかがえる。 

第４に，ファカルティ・ディベロッパーには大学や教員の多様なニーズに応じたプログラムの実施が求

められている。そのためには，さまざまな支援のネットワークを活用する必要がある。本書は，この多様

性に応えようとするファカルティ・ディベロッパーのための情報源である。本書は，関連する多様な情報

源も紹介しているために，より広い情報源にアクセスするための情報の窓口となっている。 
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１．本書の特徴と選定意図 

 

 本書は，米国で1993年から開始された大学教授職準備プログラム（Preparing Future Faculty Program，

以下PFFと略記）の概要と特徴をまとめたものである。PFFは大学教員になることを志す大学院生を主た

る対象に，大学教員に求められる心構えや能力などを組織的・体系的に身に付ける機会の提供を目的に開

設された全米レベルのプログラムである。本書の発行元でもある AAC&U （Association of American 

Colleges and Universities）と CGS（The Council of Graduate Schools）とが全国レベルの実施組織と

なり，Pew Charitable TrustsやNSF（National Science Foundation）他の資金援助を受けて開始され，

すでに10年以上にわたる取り組みが続けられている。 

 米国では大学院生によるティーチング・アシスタント（TA）の役割や位置づけがわが国とはかなり異な

る。米国では，TA が教壇に立って講義を行うし，その担う責任も大きい。博士課程を持つ大学の多くは，

学内の教授・学習等のセンターや各デパートメント単位で TAの研修プログラムを持ち，TAはそれを受け

た上で教壇に立つのが一般的である。本書が紹介するPFFプログラムは，各大学のTA養成プログラムの取

り組みに基盤を置いているが，それらを体系化するとともに，大学間の組織化を図ることによって，将来

の大学教員を養成するという取り組みに対してさらなる広がりと新たな視点を与える重要な試みであると

いえる１）。 

 

２．本書の構成 

 

 本書の構成は以下の通りである。 

 

第１章 PFFに対する新たなビジョン 

                                                        
∗ 一橋大学 大学教育研究開発センター講師 
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     これまでに何をしてきたのか？今後いかにそれを超えていくか？ 

     基本的な理念 

     全国的プログラムとしてのPFF：第１フェーズ（1993年～1996年） 

     PFFクラスターの構造 

     PFF：第２フェーズ（1997年～2000年） 

     自然科学・数学分野のPFF：第３フェーズ（1998年～2001年） 

     人文・社会科学分野のPFF：第４フェーズ（1999年～2002年） 

     その他のPFFプログラム 

 

第２章 PFFの主要３要素 

   クラスター：大学間の新たなパートナーシップ 

     クラスターの構成 

     運営委員会 

     クラスターの活動 

   メンタリングの新たなかたち 

   大学教員の果たす中核的な役割 

     研究者養成大学で 

     パートナー機関で 

       PFFに対する大学教員の見解 

 

  第３章 学生たちの経験 

    大学院生たちの声 

    大学院生に対する調査結果 

    大学教員市場と卒業生による報告 

    さらなる包括的な取り組みに向けた需要の喚起 

    プログラム参加に伴う課題 

 

第４章 将来的な課題の検討 

  PFFの継続 

    クラスターの継続 

    博士課程プログラムへのPFFの統合 

    PFFを大学内へ浸透させる 

    大学での実践の変革 

    財政的支援の提供 

  さらに包括的であるために 

      大学教員の多様化 

      多様な学生を教育する能力の育成 

    「大学教員になることの文化」を変革する 

      PFFを他大学へ広める 

      専門職としての規範への尊厳を高める 

      大学界の姿勢と実践を変革する 

      優れた準備を受けた教員に対する需要を喚起する 

      PFF卒業生を国の資源にする 

      全米オフィスを維持する 
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  第５章 結論と今後求められる活動 

    組織変革の戦略としてのPFF 

    求められる大学教授職に関する見解 

    今後求められる活動 

 

３．本書の概要 

３．１ 第１章：PFF の基本理念とこれまでの活動 

 はじめに，PFF プログラムの背景と基本理念，これまでの活動に関する概要がまとめられている。基本

理念は以下のようなものである。教育能力の養成の重要性を主張することは，研究活動の重要度を減じる

ものとして捉えられがちである。しかし，PFF が目指すのは，研究に代わって教育の比重を高めるような

ことではなく，専門職としての大学教授職の定義自体を拡大することにある。そこでは，研究能力が最も

根本的な資質として求められ，それに加えて，教育とサービスに関する能力を身に付けることが重要であ

るというものである。従来のように研究能力のみに重きを置く大学教授職像は19世紀のドイツ大学に起源

を持つものであるが，いまや21世紀型の教授職像が次第に明確になりつつある。それは，より広範で包括

的な学術活動の担い手としての教授職であり，そのような理念と時代的要請に即した大学教員の養成が図

られなければならないというのである。 

 博士課程の教育では，研究者，教育者，大学やデパートメントに貢献する者という３つの側面を満たす

かたちで大学教員の養成が捉えられなければならない。例えばTA制度は，単に教員の科目負担を埋め合わ

せるための存在ではなく，現代の大学教員に求められる能力をより本質的に習得するための機会として，

計画性を持って提供されるべきである。 

 しかし，上のような認識は，現在の博士課程での教育に十分に反映されているとはいえず，そのアウト

プットである Ph.D.取得者を雇用する大学との間にミスマッチが生じている。大学教員の養成は通常，博

士課程を保持する研究大学の内部で完結する活動となっているが，研究大学の外にも将来の大学教員が学

ぶべき素材は豊富に存在している。PFF の活動の基盤をなす理念は，大学間のパートナーシップと連携・

協力（cooperation）であり，これらの理念は第２章で詳細に論じられるクラスター制度とメンター制度の

考え方に象徴されている。 

PFFプログラムのこれまでの活動を簡単にまとめておく。PFFは1993年にPew Charitable Trustsによ

る資金援助を元に開始された。現在までに次頁の表にまとめるような４つのフェーズを経てきている。 

第１フェーズではプログラムの理解の共有とクラスターの基盤固めが行われた。クラスターとは，研究

者養成機能を有する研究大学を中核として，総合大学，リベラルアーツカレッジ，コミュニティカレッジ

などの多様な高等教育機関によって構成され，プログラムの活動にとって基本的な単位となるものである。

第２フェーズでは，各クラスターにおけるPFFプログラムの充実と第１フェーズの経験に基づくプログラ

ムの拡張・普及が図られた。第３フェーズ，第４フェーズでは，専門分野に特化した，より具体的なプロ

グラムの展開が図られており，そこでの特徴は，各分野の専門学協会とパートナーシップを取り結んでい

ることである２）。 
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表 PFFプログラムの活動フェーズ 

時期区分 目的 資金提供者 PFFへの参加 

1993-1997年 モデルとなるプログラムの構築 Pew Charitable 

Trusts 

17クラスター 

1997-2000年 プログラムの制度化と普及 Pew Charitable 

Trusts 

15クラスター 

1998-2000年 自然科学と数学分野でのモデル・プ

ログラムの開発 

National Science 

Foundation 

20 のデパートメントと

クラスター 

1999-2002年 人文・社会科学分野でのモデル・プ

ログラムの開発 

民間資金による 24 のデパートメントと

クラスター 

出所）本書11頁より作成。 

  

３．２ 第２章：PFF の主要３要素 

第２章では，PFFプログラムの３つの特徴的な要素が取り上げられ，解説されている。３つの要素とは，

クラスター制度，大学院生へのメンタリング制度，そして大学教員がPFFに果たす役割である。 

 すでに述べたPFFにおけるクラスターとは，多くの場合，地理的に近接する研究大学と多様な高等教育

機関とがパートナーシップを結ぶことで構成される，プログラムの活動の中心をなす単位のことである。

研究大学に属する大学院生がパートナー機関を訪れ，フォーマル，インフォーマルの両方を含めたさまざ

まな活動に触れ，また自ら参加することによって，各機関タイプの特徴を体感し，自らの志向性とのマッ

チングを図るのである。各クラスターはそれぞれの事情や要請に応じ，最も合理的なプログラムのあり方

を模索する。そのため，PFF プログラムはクラスターの数だけその形態が存在し，典型的な姿を描くこと

は難しい。しかし，以下のようなかたちで共通の特徴がいくつかみられる。研究大学は大学教育等に関す

る科目やフォーラムの機会を提供し，大学院生が各種能力を磨く手助けをする。研究大学内のデパートメ

ントはその分野の教育に特化した科目を提供するとともに，各分野独自の教員のあり方を説き，より具体

的なレベルでの教育経験を積むことを支援する。一方，パートナーとなった機関は，大学院生と一緒に活

動する助言者（メンター）を割り当てる。大学院生は自身の大学に研究上のアドバイザーがいるわけだが，

他機関のメンターは研究以外の活動を含め，全般的な助言と教育に当たるとともに，当該機関やその機関

が属する大学群の特質を学生が理解するための手助けを行う。 

 通常，大学は機関ごとにさまざまな資源を巡る競争関係に置かれている。この競争関係を前提とすると，

機関を超えて持続的なパートナーシップを取り結ぶのは困難であるようにも思える。また，タイプの異な

る機関の間では文化的な相違も大きい。しかし，機関間のパートナーシップはPFFの独自性の中核をなす。

相互の理解を深め，共同体としての信頼と尊敬を徐々に構築するプロセスがプログラムの成功には不可欠

であった。同時にそこには，研究大学とそれ以外の高等教育機関の双方が，PFF の発展によって同時に利

益を得ることができるという構造が存在することも重要である。パートナー機関の要請を反映したプログ

ラムを構築し，それに基づく資質や能力を大学院生らが身に付けることによって，彼らは希望する職場を

得る確実性を高めることができるようになり，それは研究大学にとっての利益につながる。そして，パー

トナー機関にとっては，自身の役割をよく理解し，それにマッチした教員を獲得する可能性が高まるので

ある。また，このパートナーシップをできるだけスムーズに持続させるため，各クラスターには運営委員

会が設けられている。 

 いまひとつ，PFF の特質の中核をなすのがメンター制度である。大学院生はコースワークなど，フォー

マルなプログラムを求めてもいるが，彼らの多くがより強く求めているのは，さまざまな問題について語
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り合うことのできる，教育経験の豊富な教員との結びつきである。自分の属する大学内部の特定の利害関

係から離れることで，率直にさまざまなことを相談できるというメリットもある。研究上のアドバイザー

と大学院生との関係はえてしてヒエラルキカルなものになりがちだが，このメンター制度ではむしろ同僚

的な関係が成立しやすい。また，もうひとつの重要な点は，大学院生に助言することを通じてメンター自

身もさまざまなことを学ぶことができるということである。パートナー機関のメンターらはほとんどが，

大学院生と触れ合うことを楽しみ，かつ自らの刺激にもなっていると考えている。 

 以上の中核的な２つの特質をうまく機能させるには，プログラムをどのような組織立てによって構成し，

持続的な活動に高めていくかという点で工夫が求められる。研究大学の内部でのイニシアティブを取るの

が中央組織なのか，デパートメントなのか，教授・学習等のセンターなのかなどの学内的な調整の課題，

パートナー機関との連携の形態など，プログラムごとの個性を反映して方法は一様ではない。 

 

３．３ 第３章：学生たちの経験 

 第３章では，PFFプログラムに参加した学生・卒業生の見解や調査結果を中心に，PFFプログラムに対す

る評価について述べられている。これらの見解や調査結果はPFFの活動に対してきわめてポジティブであ

る。多くの学生・卒業生が，PFF が大学教授職の役割や他機関の現状について具体的に学ぶ貴重な機会と

なり，就職先を得る際にも大きな効果を発揮したと述べている。もっともプログラムへの参加当初からプ

ログラムの価値を理解できるわけではないし，プログラムの意義について疑念を持つ学生や大学教員も一

部存在する。だが，多くの学生は，プログラムへのコミットが深まる中でその意義を認識し，修了生らが

大学教員市場で優位な立場に立っているのを見て，教員側の疑念も払拭されるようになるという。プログ

ラムへのコミットメントは時間と労力を要するものであり，博士論文の完成を重要な課題としている大学

院生にとってそれをこなすのは容易ではない。しかし，プログラム提供側もさまざまな工夫を凝らすこと

により，ほとんどの学生はプログラムへの参加が Ph.D.に至る時間を伸ばすことにはならなかったと答え

ている。また，一部の学生は，プログラムへの参加によって，学位を獲得し就職することへのモチベーシ

ョンが高まり，かえって学位に至る時間が短くなったと答えている。 

 もうひとつ注目すべきはPFFオフィスの行った調査結果の中で，大学院生らがどのような機関に就職し

たいかという質問に対して回答した内容である。回答者の 45%がリベラルアーツカレッジを選び，研究大

学と答えた者は 21%に過ぎなかった。研究大学の教員は，大学院生は研究大学への就職を希望し，またそ

れが彼らに最もふさわしいキャリアであると考える傾向が強いが，PFF の展開によって，そのような通説

に対する新たな見解が生まれてきている。 

 

３．４ 第４章：将来的な課題の検討 

 以上にみてきたように，PFF プログラムは大きな発展を遂げ，また成果を挙げてきた。しかし，依然と

して本質的な課題が残されてもいる。第４章では，PFF の将来的な課題が大きく３点にわたって述べられ

ている。１点目は，PFF をいかにして持続的な活動に高めていくかという課題である。これについては，

クラスターの維持，PFFの博士課程プログラムへの統合，PFFを特定のデパートメントを超えて学内に広く

普及させること，機関レベルの実践を変えていくこと，財政的支援の提供などが課題として挙げられてい

る。 

 ２点目はPFFの包括性を高めることである。ここでは特に，人種の問題に触れられており，大学教員の

地位が人種的に平等なものであり，また多様化の進む学生層を適切に教育する上で，教員の人種的・民族

的な多様性を高めること，また学生の多様性に対する教員の理解を深める必要性が述べられている。 
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 ３点目の課題は，大学教員をいかに養成するかという点に関する「文化」を変革することである。その

ための戦略として，PFF を多くの高等教育機関に広めること，大学教授職を専門職として捉えその規範に

対する尊厳を高めていくこと，大学界全体に及ぶ姿勢や実践を変革していくこと，優れた資質・能力を身

に付けた教員に対する市場の需要を喚起すること，PFF の修了者を国の資源と捉え生かしてゆくこと，そ

して，資金援助が終了した後でもPFFのための全国的なオフィスを何らかのかたちで維持していくことの

必要性が述べられている。 

 

３．５ 第５章：結論と今後求められる活動 

 第５章は，以上に述べてきたことを踏まえた結論部分に当たる。まず，学術振興や研究者養成に携わる

諸団体において，近年，博士課程教育の変革の必要性が広範に論じられていることが紹介されている。そ

の上で，PFFが研究・教育・サービスという諸活動間の統合を目指す包括的な性格を持つものであること，

また今後，大学教員は専門分野のみに帰属意識を持つのではなく，従事する高等教育機関の視点を重視す

る必要があるということが述べられており，PFF がこれらの主張を実践するための取り組みであることが

改めて強調されている。 

 

４．インプリケーション 

 

以上にみてきたPFFの取り組みは，わが国の今後の同様の取り組みに対して非常に大きな示唆を与えて

くれるように思われる。わが国でもここ10年ほど，大学院生をティーチングアシスタント（TA）として雇

用し，彼らが大学教育に携わる機会を持つことを支援する動きが拡大している。しかし，現在までのとこ

ろ，TAの多くは教員の授業運営の補助的業務（教材の作成補助，レポート・試験の採点補助など）のみに

従事する場合が多い。TA制度拡大のいまひとつの目的は大学院生の経済面の支援にあり，この点では，（十

分とはいえないものの）ある程度の効果を挙げていると思われる。しかし，大学院生が大学教員となる準

備を行うという観点からみると，各大学における現在のTA制度の運用は十分なものとはいえない。多くの

場合，場当たり的な運用が中心であり，大学院生の能力育成という観点からこの制度が位置づけられるこ

とはほとんどなかった。しかし，それでは，単に大学院生を教壇に立たせる機会を設ければよいのかとい

うと，必ずしもそうではない。教員でもなく，何の準備も行っていない者を教壇に立たせるというのは，

学生に対して責任ある教育を行うという本来あるべき大学の姿勢に反するし，そのような機会が，大学で

教える上で何が必要なのかを認識するきっかけにはなっても，それを習得する機会とはいえないからであ

る。 

 しかし，考えてみると，このことはTA制度の運用という点のみに限られた話ではない。大学教員は「教

育者」としての訓練を受けない場合が通常であるし，「研究者」としての資質や可能性を認められて大学に

雇用され，体系的な準備も受けないまま教壇に立ち，学生たちを目の前にしてはじめて自分が「教育者」

として存在していることに気が付く。かりに「教育者」としての使命を大学教員が負っていることを強く

認識していた場合でも，教員になる前に，学生に対して講義を行い，教室内外で学生と接することがどう

いうものであるかを体感できる機会は少ないし，やはり就職してから試行錯誤をはじめ，ほぼ我流で，徐々

に自分なりのペースとスタイルをつかんでいくのが通常である。 

 もちろんどんな職業であっても，就職後に現場での実践を積むことによって職能形成が図られていくの

は通常のことである。しかし同時に，就職前に，例えば大学教員の役割として何が求められるのかを知っ

ておくことは，大学院生から教員への移行をよりスムーズに行わせるものとなるだろう。また，大学教授
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職としての使命を負うことがどのようなことを意味するのかについて具体的に考えてみることは，その職

業を目指す自分自身の将来を相対化する上で良い機会となるはずである。大学院生が増加している現在，

本当に職業としての大学教員が自分に適したものなのかどうかを再考する機会も必要であろう。 

さらに，PFF は，個別大学の内部にとどまらず，全国にわたる多様な高等教育機関の間の連携と協働の

上に成り立っているという点がきわめて示唆的である。わが国においても，現在は大学多様化の時代であ

る。多くの大学院生は伝統的な大学のあり方が支配的な研究大学で研究者としての訓練を受ける。しかし，

大学の個性や特色の多様化が進む現代，大学への就職を自分の個性と大学の個性とのマッチングとして捉

える視点がもっと普及してもよいかもしれない。そのためには，どのようなタイプの大学がどのような特

色を持ち，どのような取り組みを行っているのかを知ると同時に，それらに照らしながら自分自身の好み

や特性がどのような大学にフィットしているのかを考える機会があってもよい。しかし，従来から大学は，

研究大学を頂点とする偏差値ランクの序列型ピラミッド構造の中でしか捉えられず，外からはそれ以上の

特徴は見えにくいのが一般的である。しかし，少し目を凝らしてみれば，さまざまな大学で大学教育の発

展に対して真剣な取り組みが種々行われていることに気が付く。 

これらは，大学教員としてのキャリアをスタートさせたばかりの筆者の，まさに「実感」に属する問題

意識であった。本書を通してみたPFFプログラムでは，すでにかなり具体的なレベルの活動が組織的・体

系的に実践されており，これらの問題意識に対して貴重な視点を与えてくれている。 

 

 

【注】 

1) PFFについてはすでに日本でも紹介がなされている。和賀崇「アメリカの大学における大学教員準備プ

ログラム―ファカルティ・ディベロップメントとの関連に注目して―」『大学教育学会誌』第25巻第２

号，2003年，83-89頁。 

2) 第３，第４フェーズにおける取り組みに関しては，それぞれ以下の文献が出版されている。 Anne S. 

Pruitt-Logan, Jerry G. Gaff, and Joyce E. Jentoft, Preparing Future Faculty in the Sciences and 

Mathematics: A Guide for Change, Council of Graduate Schools & The Association of American 

Colleges and Universities. 2002;  Jerry G. Gaff, Anne S. Pruitt-Logan, Leslie B. Sims and Daniel D. 

Denecke, Preparing Future Faculty in the Humanities and Social Sciences: A Guide for Change, 

Council of Graduate Schools & The Association of American Colleges and Universities. 2003. 
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『省察重視の教育評価－教育力を高め，教育効果を検証する 

－Reflective Faculty Evaluation: Enhancing Teaching and Determining Faculty Effectiveness』 
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吉永 契一郎∗ 

 

１．著者のプロフィール 

 

著者のJohn A. Centraは，ETS (Educational Testing Service) に17年間勤務した後，シラキュース

大学教育学部において高等教育講座の主任教授を長く務めた。現在は，名誉教授である。彼の研究活動は，

教育評価・FD・教授法・学生調査など多岐にわたる。本書は，Determining Faculty Effectiveness (1980)

の続編であり，すでに日本のFD研究においても盛んに引用がなされている。 

 

２．本書の構成 

 

Preface（序文） 

1. The Role of Evaluation in Developing Teaching Effectiveness 

  （教育効果を高めるための評価） 

2. Approaches to Teaching and Implications for Evaluation 

 （多様な教授法と評価への示唆） 

3. Student Evaluations of Teaching: What Research Tells Us 

 （授業評価について研究結果） 

4. Using Student Evaluations: Guidelines and Benefits 

 （授業評価を使うためのガイドラインとその効果） 

5. Teachers' Self-Reports and Portfolios 

 （教員の自己評価とポートフォリオ） 

6. Critical Roles of Colleagues and Department Chairs 

 （同僚と学科長の役割） 

7. Determining Effectiveness in Research and Service 

 （研究と行政に対する評価） 

8. Legal Considerations in Faculty Evaluation 

                                                        
∗

東京農工大学大学教育センター助教授 
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 （教員評価に関わる法的問題） 

9. Closing Reflections on Determining Faculty Effectiveness（教員評価再考） 

Resource A: Available Student Rating Instrument（授業評価のサンプル） 

Resource B: Sample Forms for Classroom Observation and Colleague Evaluation 

（授業観察のための評価書） 

References（参考文献） 

各章の終わりには，Summary（まとめ）がついているので，これを読むだけで，本書の全貌はつかめる。 

 

３．本書の内容の概要 

 

（序文） 

・教育評価には，教育改善のための評価（formative evaluation）と査定のための評価（summative 

evaluation)の二種類がある。そして，いずれの評価においても，大切なのは，その結果が，教員自身

のより深い省察(Reflection)へとつながることである。この点において，短期的な視点や評価項目に表

れる成果ばかりを強調することは，授業改善につながらない(pp.xiv-xv)。 

 

（第1章） 

教育と研究のバランス 

・教育・研究・行政のうち，研究以外は学問ではないとされるが，ボイヤーが述べるように，他の二つも

学問となり得る(p.2)。 

・教育重視を唱える大学の姿勢にも関わらず，多くの教員が研究を重視するのは，教員評価において，研

究の占める割合が相変わらず高いことによる(pp.3-4)。 

・Formative evaluationを別の目的に使うことは，協力者を消極的にさせる。しかしながら，現実的には，

時期を分けてsummative evaluationのためにも使わざるを得ない(pp.5-6)。 

・何を評価するか，どのように評価するかは大きな問題である。相対評価およびそれに基づいた査定は教

員の意欲を低下させることが多い(p.7)。 

・教育改善のためのモデル(pp.9-15) 

 授業評価の受容＋検討＋改善＋意欲＝最大の効果 

 教員は，内面的な価値観で動機付けられるものであり，外面的な褒章によってではない。 

・TAトレーニング(pp.15-18)。 

     

 

（第2章） 

教授法の歴史と形態 

・講義形式の授業には欠陥や批判が多いものの，未だに支配的な授業形態である(pp.21-24)。 

・ChickeringとGamson(1987)による主体的な学習のための優れた事例(pp.24-25) 

 具体的で現実生活に即した設定を与えること 

 シミュレーションやロール・プレイや実験を行うこと 

 調査や個人研究を行わせること 

 学生の成果を授業で発表させること 
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・学習目的に応じた授業形態(pp.26-28)。 

・講義形式での工夫(pp.28-29)。 

・共同学習と個別学習システム(pp.29-33)。 

・教員自身によって問題行動とされる項目の因子分析結果(pp.35-36)。 

 道徳心の欠如 

 恣意的な成績評価 

 マナーの欠如 

 無計画な授業 

・ある大学と心理学における教育ガイドライン(pp.36-37)。 

・教育は科学であると同時に職人芸でもある。技術の適用には，職人芸が必要とされる(pp.37-38)。 

・よい授業の特徴 

 Lowman(1984)によると，効果的な授業には，知的な側面と人間的な触れ合いの側面があるとしている。

効果的な授業は，教員，学生，分野，レベルによって異なる(pp.40-41)。 

・著者自身の定義「効果的な授業とは，適切な手順によって，学生自身に有意義な学習を行わせることで

ある(p.42)。」 

・三つの学習理論(pp.43-45) 

 行動主義(ドリル型） 

 認知主義（思考型） 

 主体主義（意味追求型） 

  

（第3章） 

授業評価の歴史とすでに得られている知見 

・授業形態が講義形式であるために，授業評価も講義形式を前提として作られたものが多い 

 (pp.47-48)。 

・授業評価の本格化は1960年代(p.50)。 

・Cohen(1951)によると，授業評価と学生の学習成果との相関関係は0.45である(p.51)。 

・Feldman(1976, 1984)による授業評価項目の分類(pp.54-56)。 

・著者自身(1979)による授業評価項目の分類(p.57) 

 1.授業構成・計画 

 2.学生と教員の接触 

 3.明確さ・コミュニケーション 

 4.学習量・難易度 

 5.成績・試験・宿題 

 6.学生の学習・自己評価 

・信頼度が90％を超えるには，最低25名の学生が必要(p.58)。 

・同じ科目の教員による差は大きく，同じ教員の科目による差も大きい(p.59)。 

・「多くの学生をある時，だますことはでき，少しの学生を常にだますこともできる。 

 しかし，すべての学生を常にだますことはできない(p.60)」 

・授業評価と学生の成果の相関関係は，0.5程度であり，授業の難易度はほとんど関係がない(p.61)。 

・学生による授業評価は，専門家による評価とも一致する(p.63)。 
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・学生による授業評価は，卒業生による評価とも一致する(p.64)。 

・授業評価を左右する要因(pp.66-78)。 

  クラスサイズ・科目・必修／選択・授業が行われる時間・難易度・学生の種類・教員の個性・教員の地

位・研究力・甘い成績評価・姓・人種・魅力・評価の方法 

 これらの要因の中で，科学系の科目は評価が低いこと，よい授業とよい人間性は重なる部分もあるが，

同じではないこと，教育力と研究力の相関は0.12であること，必ずしも成績評価の甘い教員がよい評価を

得るわけではないこと，授業評価はかなりの程度，教員の熱意に反応することなどがあげられる。 

 

（第4章） 

授業評価の活用 

・カリフォルニア大学では，78%の教員が授業評価に基づいて教育改善を行っている(p.81)。 

・中間授業評価を行うと，そうでない場合に比較して，13%，期末授業評価が向上した(p.83)。 

・バークレーにおける退職教授メンター制度(p.84)。 

・自由記述は，教員のコミュニケーション力に言及したものが多い(p.85)。 

・「ワン・ミニット・ペーパー(p.86)」 

 学んだことと疑問に思うこと 

・テニュア審査は，相変わらず研究業績中心であるが，授業評価の結果は，年次昇給に使われている(p.89)。 

・授業評価のガイドライン(pp.89-93) 

 1.学生も教員もその目的を，予め知らされること 

 2.教育評価を授業評価のみに依存しないこと 

 3.教育評価は，複数の科目の授業評価に基づくこと 

 4.十分な数の学生を確保すること 

 5.科目の特性を考慮に入れること 

 6.比較のデータを用いること 

 7.小さな差異を誇張しないこと 

 8.昇進や昇格審査に当たっては，総合的な項目を使うこと 

 9.診断目的に活用すること 

 10.実施形式を確立すること 

 11.教員が授業評価に対して応答すること 

 12.形式主義に陥らない 

 

（第5章） 

教育の自己評価 

・教員は自らの教育成果を過大評価しがちである(p.95)。 

・教員の年次計画書(pp.97-98) 

・ティーチング・ポートフォリオによる教育評価(pp.99-110) 

・授業分析(pp.111-113) 

 

（第6章） 

同僚や学科長の役割 
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・教員は，申請書や論文について，同僚の意見を求めることはあっても，授業について 

 相談することは稀である(p.116)。 

・同僚による評価は，授業観察のみによるものではない(p.117)。 

・CohenとMckeachie(1980)による，同僚評価項目(p.118) 

  1.授業内容の熟知度 

 2.授業内容の選択 

 3.コースの組み立て方 

 4.コースの目的 

 5.教材の適切性 

 6.評価方法 

 7.教授方法 

 8.熱意 

 9.学生の成果 

 10.学科への協力 

・学生と同僚による評価の相関は0.55である。同僚による評価は，研究については正確であるが，教育や

サービスについてはそれほどではない(p.119)。 

・Root(1987)によれば，同僚による評価は三人で十分である(p.120)。 

・Formative Colleague Evalutions(pp.121-128) 

 メンター制度・教員ペア・大学院生による評価・同僚による学生に対する聞き取り・異分野の同僚から

の評価・学科長による面接 

・Summative Colleague Evaluations(pp.128-133) 

  テニュア審査のための教育評価委員会・評価書による同僚評価 

・まとめ(pp.133-134) 

 同僚による評価の重要性・授業観察外の評価の重要性・教育改善のための協力関係・適切な分野からの

人選・省察につながる評価 

 

（第7章） 

教授職の再定義 

・大学の種別によるテニュア審査項目(p.137) 

・ 論文数と引用数の相関は0.72である。ただし，引用数に依存した評価には問題も多い(p.138)。 

・Feldman(1987)によると，研究力と教育力の相関は，0.12である(p.141)。 

・独創的な研究と優れた研究成果を統合する能力は異なる(p.143)。 

・論文数は分野によって異なり，さらに教員の年代によっても異なる(pp.143-145)。 

・Merton(1973)による科学の規範(p.146) 

 1.公開性 

 2.利他性 

 3.懐疑性 

 4.普遍性 

・ボイヤー(1990)は，論文数以外に学問的業績を評価する必要性を提唱した(pp.147-151)。 

 The Scholarship of Discovery 
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  The Scholarship of Integration 

  既存の研究成果の整理 

  The Scholarship of Application 

  理論と実践の融合 

  The Scholarship of Teaching 

 教員の理解と学生の学習をつなぐ営み 

・ボイヤーが述べる具体例(pp.153-154) 

 Integration 

  教科書・教材・カリキュラム開発 

  Application 

  コンサルティング・技術支援・政策評価 

 Teaching 

  教育評価のためには，自己評価・学生による授業評価・同僚による評価が必要 

・ボイヤーの提言(p.154) 

 1.学部生に研究活動を行わせること 

 2.研究成果を教育に反映すること 

 3.卒業研究の推奨 

 4.研究と教育の統合 

・社会貢献の評価項目(p.156) 

 

（第8章） 

評価をめぐる法的問題 

・アドミニストレーターは法律家と相談すること(p.160)。 

・雇用契約・憲法上の権利・差別・守秘義務(pp.161-171)。 

・評価をめぐる注意事項(pp.171-172) 

 大学の方針明確にすること 

 評価活動に教員自身も関わること 

 大学は，契約や規定に則った行動を取ること 

 評価は正確かつ率直に行うこと 

  人事に関わる事項は，職務に関することにとどめ，差別をしない 

 あらゆる決定は，教員の具体的な行為に基づく 

 評価に対する教員の意見も聞く 

 評価の手続きを開示する 

 評価は分野によって異なる 

 教授法について多様性を認める 

 できるだけ裁判は避ける 

 

（第9章） 

評価における学生の視点 

・教授法と学生の学習について決定的な相関はない(p.173)。 
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・Bresslerの忠告(p.175) 

  問題は，「いかに優れた授業をするか」ではない。 

・「すべての効果が測定できるわけではなく，測定できることすべてに効果があるわけではない」 

 (p.176) 

 

資料 

・授業評価の書式(pp.179-204) 

・授業観察・同僚評価の書式(pp.205-216) 

 

参考文献(pp.217-235) 

 

４．本書に関する紹介者の感想 

 

 すでに出版から10年以上が経っている本書であるが，教育評価に対する基本的な姿勢については今でも

十分に色あせない内容を持つ。むしろ，その内容は，授業評価や教員評価について，一面的な理解のまま，

実施のみが急速に広がりを見せた日本の大学にとって，授業評価の「思想」に目を向けることの必要性を

訴えている。特に，授業評価に対する今でも見られる，「学生の評価は信頼できるか」などという疑問に対

して，これまでの研究成果を丁寧に整理している。 

 FDの専門家として，著者があくまで重視するのは，教員の自発的な改善意欲である。そして，教授法と

学習成果の複雑さを念頭に置いた上で，授業評価や同僚評価を対話の材料にすることを提唱している。そ

のため，相対的な褒章システムなど協調関係を崩すような制度には批判的であり，真に教育上の問題を抱

えた教員に対しては，専門家の手助けを得るように勧めている。 

 また，著者は，アメリカの大学が研究至上主義に支配されている実情については，歴史的に見れば，あ

る種の流行であり，ボイヤーに依拠して，学問の定義を広げること，教育活動を研究活動同様，創造的で

高度に知的な作業であるとしていることも参考になる。 

 本書には，日本の大学と異なるアメリカの大学の事情が垣間見える。まずは，人事や教員評価，査定に

おいて絶大な権限を持つ学科長の存在し，年間プランに沿って，各教員の活動が掌握されているという事

実である。アメリカで，教育支援センターのような場が，教員に対するカウンセリングの場となっている

のは，このように，教育上の弱点を意識化させるような学科長との面談があるからであり，希望者のみが，

大人数のFDに参加する日本の大学とは大きく事情が異なる。 

 また，アメリカにおいては，大学類型がはっきりしており，短大やリベラル・アーツ・カレッジなど，

比較的研究業績にとらわれずに，教育業績を評価できる大学が存在していることも本書からうかがえる。

この点は，明らかに教育中心であると思われる日本の大学においても，研究業績のみを尊重する傾向とは

対照的である。 

 さらに，授業評価や教員評価については，特に，テニュア審査との関連で，訴訟が起こっていることが

報告されているが，これは，日本が他山の石とすべきものである。訴訟社会アメリカにおいても，裁判の

際には，教員，大学の双方が傷つくとされ，当事者が十分ルールに合意した上での評価の大切さが理解で

きる。 

 さて，本書以降の進展についても触れておきたい。著者の予想以上に，教育支援センターの設立は，ア

メリカでも近年相次いでおり，何らかの組織が，大学や学部に設置されている。そして，テニュア審査に
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おける教育業績の比重も徐々に上がってきており，ポスト・テニュア・レビューにおいては，教育力のな

い教員の解雇も見られる。 

 また，ウェブ・サイトやメールを使った教育活動は，爆発的な広がりを見せており，教育の双方向性・

公開性を加速している。本書の段階では，教育改善活動は，あくまで教員個人が主体であるとの印象を与

えるが，MITにおける物理教育プログラム＝ TEAL (http://icampus.mit.edu/projects/TEAL.shtml)など

は，教材のライブラリー化を推進しており，これまで教員個人のノウハウに依存していた授業から，組織

的な教育活動へと変化しようとしている。 

 最後に，教育活動にとって，最も影響の大きい問題に触れておきたい。それは，大学の財政悪化に伴う

テニュア権のない教育専任型教員の増加である。教育に限らず，大学教員の雇用の軽量化・厳選化はあら

ゆる部分で進んでおり，今後も長期的な検証が必要とされるところである。 
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第 二 部 
 

ファカルティ・ディベロップメント 

に関する文献目録 
 

 



凡 例 

 

（1）本書は、伊藤彰浩編『ファカルテイ・デベロップメントに関する文献目録および主要文献紹介』広島

大学大学教育研究センター、1990年、の続編である。 

 

（2）収録した文献は，1990 年以降のファカルテイ・ディベロップメントに関連した和文・英文の図書，

雑誌論文，各種報告書，などである。 

 和文文献は，著書は『国立国会図書館蔵書検索システム』（http://opac.ndl.go.jp/Process）中の「書

誌 一般検索」を、論文は「雑誌記事索引検索」を用いて、大学教育の改善および大学教授職に関する文

献を検索した。 

また、英文文献は、洋書に関しては国立情報学研究所の総合目録データベース『NACSIS Webcat』

（http://webcat.nii.ac.jp/webcat.html）を、論文に関しては、米国の教育省が支援して構築されてい

る『ERIC(the Education Resources Information Center) Database』（http://www.eric.ed.gov/）を用

いて、Faculty Development に関する文献（FD，SD，Staff Development，Professional Development

を含む）を検索した。 

  なお、和文著書に関しては2003年刊行分まで、和文論文に関しては2005年刊行分まで、英文著書に

関しては2002年刊行分まで、英文論文に関しては2005年刊行分までを対象とした。 

 

（3）各文献の記載は，単行図書類（各種報告書，パンフレットを含む）に関しては，著者名，文献名，発

行地（英文文献のみ），発行所・発行年，頁数の順とし，雑誌論文に関しては，著者名，文献名，掲載雑

誌名，巻号，発行年・掲載真の順とした。また，文献の配列は，まず、和書、和雑誌、洋書、洋雑誌の

順に大きく分類し、その中を、発行年順に配列した。同年発行の文献は著者のアイウエオ順（英文文献

はアルファベット順）とした。 

 

本文献目録の編集は大膳 司が主に担当した。なお，文献データの収集や分類方法等に関して，共同研究

プロジェクトのメンバーおよび大学教育研究センター資料室のライブラリアンから様々の協力を得た。記

して感謝したい。 
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の交差可能性 広島修道大学総合研究所 2002年。 
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塾大学湘南藤沢キャンパスから 慶應義塾大学出
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ポートフォリオに関する研究 溪水社 2002年。 
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活用の展開と教員支援--教員のメディア活用能力
を向上させるための研修プログラムの研究開発) 
-- (第5部 メディアFDの今後に向けて) 研究報
告 (メディア教育開発センター） 通号 9) 1999
年 。 

 
山地 弘起 ; メディア教育開発センターDB 企画会議 
マルチメディアを活用した高等教育の国内先端事
例 (高等教育におけるメディア活用と教員の教授
能力開発(3)メディア活用の展開と教員支援--教
員のメディア活用能力を向上させるための研修プ
ログラムの研究開発) -- (第 5部 メディアFDの
今後に向けて) 研究報告 (メディア教育開発セ
ンター） 通号 9) 1999年 。 

 
杉谷 祐美子 戦後東京工業大学改革過程における
教養教育の成立--その背景と条件 大学教育学会

誌(｢大学教育学会誌｣編集委員会編) 21 1 
1999年 64～71頁。 

 
須曽野 仁志 ｢大福帳｣を取り入れた｢教育情報処
理｣の授業実践と授業評価の試み(大学授業の自己
改善法--1997 年度授業改善の実践報告) 研究報
告(ﾒﾃﾞｨｱ教育開発ｾﾝﾀ-編） 7 1999年 97～104
頁。 

 
大作 勝 ﾒﾃﾞｨｱ利用による人文系学生への自然科学
教育の改善--安田女子大学での実践例から ﾒﾃﾞｨ
ｱ教育研究(文部省大学共同利用機関ﾒﾃﾞｨｱ教育開
発ｾﾝﾀ-編） 2 1999年 57～67頁。 

 
高林 克日己 医学部における講義形態と学生の反
応(大学授業の自己改善法--1997 年度授業改善の
実践報告) 研究報告(ﾒﾃﾞｨｱ教育開発ｾﾝﾀ-編） 7 
1999年 105～112頁。 

 
立田 ルミ メディア利用教育のためのファカルテ
ィ・ディベロップメント--教員全員のコンピュー
タ利用をめざして (高等教育におけるメディア活
用と教員の教授能力開発(3)メディア活用の展開
と教員支援--教員のメディア活用能力を向上させ
るための研修プログラムの研究開発) -- (第 2 部 
メディア活用と教員支援) 研究報告 (メディア
教育開発センター） 通号 9) 1999年 。 

 
田中 耕治 問題提起｢教授学の観点から｣(第 5 回大
学教育改革ﾌｫ-ﾗﾑ 大学授業をどう変えるか--研
究から実践へ--Faculty Development を超えて) 
京都大学高等教育研究(京都大学高等教育教授ｼｽﾃ
ﾑ開発ｾﾝﾀ-編） 5 1999年 134～138頁。 

 
田中 毎実 公開授業の実践と授業改善(大学授業の
自己改善法--1997年度授業改善の実践報告--1997
年度研修 『大学授業の自己改善法』 合同説明会
講演記録より[含 質疑応答]) 研究報告(ﾒﾃﾞｨｱ教
育開発ｾﾝﾀ-編） 7 1999年 189～205頁。 

 
寺崎 昌男 ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾌﾘ-ﾀﾞﾑと大学審議会答申([大
学教育学会]第21回大会関係論文--ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ(1)FD
等の課題及びﾌｧｶﾙﾃｨの活動の在り方--大学設置基
準の努力義務規定等との関わり) 大学教育学会
誌(｢大学教育学会誌｣編集委員会編) 21 2 
1999年 26～28頁。 

 
寺島 隆吉 大学における教育実践、その研究の重要
性 岐阜大学教育学部研究報告 教育実践研究1) 
1999年 。 

 
徳野 理 学生による授業評価支援ｼｽﾃﾑと通信票(大
学授業の自己改善法--1997年度授業改善の実践報
告) 研究報告(ﾒﾃﾞｨｱ教育開発ｾﾝﾀ-編） 7 1999
年 113～137頁。 
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鳥飼 玖美子 全学に支えられた外国語教育改革--
立教大学の場合([1998 年度課題研究集会]ｾｯｼｮﾝ
(4)課題研究(11)外国語教育の改革) 大学教育学
会誌(｢大学教育学会誌｣編集委員会編) 21 1 
1999年 37～40頁。 

 
永末 和子 ﾋｱﾘﾝｸﾞとｸﾞﾙ-ﾌﾟによる課題解決と発表
形式による授業法(大学授業の自己改善法--1997
年度授業改善の実践報告) 研究報告(ﾒﾃﾞｨｱ教育
開発ｾﾝﾀ-編） 7 1999年 39～60頁。 

 
丹羽 泉 東京外国語大学における専攻語教育と進
級要件--教育目標との関連から(特集 大学におけ
るｶﾘｷｭﾗﾑ改革等について) 大学と学生(文部省高
等教育局学生課編) 407 1999年 13～19頁。 

 
野入 直美 学生ｺﾒﾝﾄの利用と大教室講義における
双方向ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ(大学授業の自己改善法--1997年
度授業改善の実践報告) 研究報告(ﾒﾃﾞｨｱ教育開
発ｾﾝﾀ-編） 7 1999年 61～72頁。 

 
野坂 尊子 女性にとっての戦後高等教育改革--新
制大学創設期における家政学教育の出発/大阪市
立大学･東北大学･広島大学(ﾌｫ-ﾗﾑ) 大学教育学
会誌(｢大学教育学会誌｣編集委員会編) 21 2 
1999年 130～136頁。 

 
畑地 正憲 山口大学における FD(FD の課題と展望
--FD--大学での取組み) IDE(民主教育協会編） 
412 1999年 32～36頁。 

 
浜田 道代 名古屋大学における教養教育改革の過
去･現在･未来(今月のﾃ-ﾏ<教養教育再考>) 
IDE(民主教育協会編） 407 1999年 29～34頁。 

 
原 一雄 FD 活動の在り方と今後の実践課題--努力
義務規程は果たして必要か([大学教育学会]第 21
回大会関係論文--ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ(1)FD等の課題及びﾌｧｶ
ﾙﾃｨの活動の在り方--大学設置基準の努力義務規
定等との関わり) 大学教育学会誌(｢大学教育学
会誌｣編集委員会編) 21 2 1999年 13～17頁。 

 
原 一雄 大学教育学会の FD 研究活動(FD の課題と
展望--FD--団体･機関での活動) IDE(民主教育協
会編） 412 1999年 66～70頁。 

 
原 一雄 ; 吉岡 公美子 ; 安岡 高志 他 座談会 
FD 活動と授業創造 大学時報 48(268) 1999
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房岡 秀郎;大野完 医学系単科大学の教養教育にお
けるｾﾐﾅ-授業の改善と FD 活動 大学教育学会誌
(｢大学教育学会誌｣編集委員会編) 21 1 1999
年 95～99頁。 

 
平野 真 学生による教材製作を取り入れた授業と
その効果(大学授業の自己改善法--1997 年度授業
改善の実践報告) 研究報告(ﾒﾃﾞｨｱ教育開発ｾﾝﾀ-
編） 7 1999年 1～7頁。 

 
又坂 常人 大学におけるﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の授業科目へ
の取り入れについて(資料 大学におけるｶﾘｷｭﾗﾑ改
革について) 大学資料(文部省大学学術局) 
143･144 1999年 121～124頁。 

 
宮腰 賢 大学ｾﾐﾅ-･ﾊｳｽの FD 事業(FD の課題と展望
--FD--団体･機関での活動) IDE(民主教育協会
編） 412 1999年 56～61頁。 

 
森崎 弘 大学における起業家精神涵養教育の課題
(特集 大学におけるｶﾘｷｭﾗﾑ改革等について) 大
学と学生(文部省高等教育局学生課編) 407 
1999年 55～63頁。 

 
舘 昭 大学の自己評価･大学評価ｼｽﾃﾑと FD([大学教
育学会]第 21 回大会関係論文--ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ(1)FD 等
の課題及びﾌｧｶﾙﾃｨの活動の在り方--大学設置基準
の努力義務規定等との関わり) 大学教育学会誌
(｢大学教育学会誌｣編集委員会編) 21 2 1999
年 18～20頁。 

 
舘 昭 日本の大学における成績評価改革とｱﾒﾘｶの
GPA制度(特集 GPA制度--責任ある大学教育のため
に) 大学時報(日本私立大学連盟) 48 269 
1999年 40～43頁。 

 
安岡 高志 東海大学の FD の取組み--単位の充実か
ら問題発見･解決型の人材育成をめざして(FDの課
題と展望--FD--大学での取組み) IDE(民主教育
協会編） 412 1999年 19～23頁。 

 
山内 正平 「教える責任」と「学ぶ責任」 (〔1998
年度課題研究集会〕セッション(1)課題研究(8)FD
活動の具体的展開) 大学教育学会誌 21(1) (通
号 39) 1999年 。 

 
山室 和也 教育改革のための学生による授業評価ｼ
ｽﾃﾑ活用について--札幌国際大学短期大学部の事
例から ﾒﾃﾞｨｱ教育研究(文部省大学共同利用機関
ﾒﾃﾞｨｱ教育開発ｾﾝﾀ-編） 2 1999年 69～79頁。 

 
湯本 和子 ﾒﾃﾞｨｱを活用した英語学の授業評価(大
学授業の自己改善法--1997年度授業改善の実践報
告) 研究報告(ﾒﾃﾞｨｱ教育開発ｾﾝﾀ-編） 7 1999
年 161～179頁。 

 
吉田 雅章 和歌山大学における FD--FD 後発校にお
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組み) IDE(民主教育協会編） 412 1999年 29
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吉田 雅巳;斉藤彩 学生が発信する大学授業改善の
取り組み 大学教育学会誌(｢大学教育学会誌｣編
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米谷 淳 問題提起｢行動分析の観点から｣(第 5 回大
学教育改革ﾌｫ-ﾗﾑ 大学授業をどう変えるか--研
究から実践へ--Faculty Development を超えて) 
京都大学高等教育研究(京都大学高等教育教授ｼｽﾃ
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渡辺 光雄 利用目的に応じたメディア機能の拡張
--ユーザプログラミングを育む Faculty 
Development を考える (高等教育におけるメディ
ア活用と教員の教授能力開発(3)メディア活用の
展開と教員支援--教員のメディア活用能力を向上
させるための研修プログラムの研究開発) -- (第1
部 メディアと高等教育) 研究報告 (メディア教
育開発センター） 通号 9) 1999年 。 

 
MamolaClaire  Defining and Enhancing Faculty 
Development([FD(大学における教育機能開発)に
関する]ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ報告--当日報告資料)[英文] 上
智大学教育学論集(上智大学教育学科) 35 2000
年 57～70頁。 
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Teaching: Practices at the University of 
Wisconsin-Madison([FD(大学における教育機能開
発)に関する]ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ報告--当日報告資料)[英
文] 上智大学教育学論集(上智大学教育学科) 
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青木 貴子 学生発表を主体とした講義(大学授業の
自己改善法--1998年度 授業改善の実践報告--第1
部 実践ﾚﾎﾟ-ﾄ) 研究報告(ﾒﾃﾞｨｱ教育開発ｾﾝﾀ-編） 
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現実的戦略(ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 21 世紀に向けての学部(学
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教育研究(神戸大学大学教育研究ｾﾝﾀ-編） 別冊 7 
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阿部 和厚 ; 西森 敏之 ; 小笠原 正明 他 北海道
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ロップメント) 高等教育ジャーナル 通号 7) 
2000年 。 

 
有本 章 講演 FD の必要性と授業評価 研究センタ
ー報 通号 26) 2000年 。 

 
有本 章 FD の制度化における社会的条件の役割 
大学論集 31 2000年 。 

 
池上 岳彦 全学的セメスター制への展望 (特集 教
養教育からみた新大教育の現在・未来(第1回全学
FD)) 大学教育研究年報 通号 5) 2000年 。 

 
石田 恒好 大学審議会答申を読んで(特集 変革期
の大学教育はどうあるべきか:大学審議会答申『21
世紀の大学像と今後の改革方策について--競争的
環境の中で個性が輝く大学』(1998年10月26日)
を読んで) 教育研究所紀要(文教大学教育研究所
紀要委員会編) 9 2000年 23～29頁。 

 
石村 雅雄 相互研修の立場から(記録 第6回大学教
育改革ﾌｫ-ﾗﾑ FD をどう組織するか--相互研修の
共同体へ向けて--実践報告を受けて) 京都大学
高等教育研究(京都大学高等教育教授ｼｽﾃﾑ開発ｾﾝﾀ
-編） 6 2000年 216～223頁。 

 
伊藤 元信 授業改善の成果と問題点--言語聴覚士
の教育を通して(大学授業の自己改善法--1998 年
度 授業改善の実践報告--第1部 実践ﾚﾎﾟ-ﾄ) 研
究報告(ﾒﾃﾞｨｱ教育開発ｾﾝﾀ-編） 14 2000年 89
～112頁。 

 
猪上 徳雄 ; 岸 道郎 ; 原 彰彦 他 シラバスの内
容を如何にして充実するのか (特集 ファカルテ
ィ・ディベロップメント) 高等教育ジャーナル 
通号 7) 2000年 。 

 
梅宮 新偉 ｢ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀを使うｾﾝｽ｣を育てる--ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃ
-ｼｮﾝ演習による情報活用能力の育成(大学授業の
自己改善法--1998年度 授業改善の実践報告--第
1 部 実践ﾚﾎﾟ-ﾄ) 研究報告(ﾒﾃﾞｨｱ教育開発ｾﾝﾀ-
編） 14 2000年 141～151頁。 

 
梅本 勝博;大串正樹 大学教育における総合的学習
の必要性--知識創造の視点から([大学教育学
会]2000年度大会--研究交流部会2 『総合的学習』
の始動と知識創造としての授業の構想) 大学教
育学会誌(｢大学教育学会誌｣編集委員会編) 22 
2 2000年 69～73頁。 

 
大塚 雄作 ﾒﾃﾞｨｱ教育開発ｾﾝﾀ-の実践(記録 第 6 回
大学教育改革ﾌｫ-ﾗﾑ FD をどう組織するか--相互
研修の共同体へ向けて--実践報告) 京都大学高
等教育研究(京都大学高等教育教授ｼｽﾃﾑ開発ｾﾝﾀ-
編） 6 2000年 208～215頁。 

 
大塚 雄作 授業評価支援ｼｽﾃﾑの活用(大学授業の自
己改善法--1998 年度 授業改善の実践報告--第 2
部 1998年度研修『大学授業の自己改善法′98』
講座 A(ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ)｢大学の授業評価を考える｣講演
記録より) 研究報告(ﾒﾃﾞｨｱ教育開発ｾﾝﾀ-編） 14 
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大塚 雄作;山地弘起;杉本均[他] 質疑(大学授業の
自己改善法--1998年度 授業改善の実践報告--第2
部 1998年度研修『大学授業の自己改善法′98』
講座 A(ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ)｢大学の授業評価を考える｣講演
記録より) 研究報告(ﾒﾃﾞｨｱ教育開発ｾﾝﾀ-編） 14 
2000年 211～223頁。 

 
大塚 雄作;波多野和彦;三尾忠男[他] SCS 研修『授
業評価と授業改善』とその評価--新しいﾒﾃﾞｨｱ環境
における教授･学習の視座(大学授業の自己改善法
--1998年度 授業改善の実践報告--第1部 実践ﾚ
ﾎﾟ-ﾄ) 研究報告(ﾒﾃﾞｨｱ教育開発ｾﾝﾀ-編） 14 
2000年 171～181頁。 

 
加地 芳子;榊原典子;稲木昇子[他] 一貫性を考慮
した家庭科ｶﾘｷｭﾗﾑ構想とその改善に関する研究
(第 2 報)基本ｶﾘｷｭﾗﾑを活用した京都教育大学各附
属学校におけるｶﾘｷｭﾗﾑ 京都教育大学教育実践研
究年報(京都教育大学教育学部附属教育実践研究
指導ｾﾝﾀ-) 16 2000年 169～189頁。 

 
片野 尚子 映像視聴による歯科臨床予備実習の実
践--ﾒﾃﾞｨｱ教育開発ｾﾝﾀ-の研修を活用して(大学授
業の自己改善法--1998 年度 授業改善の実践報告
--第 1 部 実践ﾚﾎﾟ-ﾄ) 研究報告(ﾒﾃﾞｨｱ教育開発
ｾﾝﾀ-編） 14 2000年 32～42頁。 

 
加藤 幸次 FD(大学における教育機能開発)に関す
るｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑの開催([FD(大学における教育機能開
発)に関する]ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ報告) 上智大学教育学論
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神津 忠彦 教育機能開発(ファカルティ・ディベロ
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2000年 。 

 
小平 憲子 大学におけるファカルテイ・ディベロッ
プメントの環状と課題 (特集 作業療法の教育研
究とファカルテイ・ディベロップメント) 作業療
法ジャーナル 34(11) 2000年 。 

 
小林 昌二 教育改革ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑと新潟大学の教育改革
(特集 大学教育改革と地域･高校生へのﾒｯｾ-ｼﾞ(第
9回ﾜ-ｸｼｮｯﾌﾟ)) 大学教育研究年報(新潟大学大学
教育開発研究ｾﾝﾀ-編） 5 2000年 75～77頁。 

 
小林 昌二 新潟大学の実践(記録 第6回大学教育改
革ﾌｫ-ﾗﾑ FDをどう組織するか--相互研修の共同体
へ向けて--実践報告) 京都大学高等教育研究(京
都大学高等教育教授ｼｽﾃﾑ開発ｾﾝﾀ-編） 6 2000
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小林 直司 総説および解説 Faculty Development
の課題と展望 新潟工業短期大学研究紀要 通号 
19) 2000年 。 

 
小林 雅之 わが国における FD 研究の実践と課題
([FD(大学における教育機能開発)に関する]ｼﾝﾎﾟ
ｼﾞｳﾑ報告--当日報告資料) 上智大学教育学論集
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ﾜ-ｸｼｮｯﾌﾟ)) 大学教育研究年報(新潟大学大学教
育開発研究ｾﾝﾀ-編） 5 2000年 78～80頁。 

 
櫻井 勇 ; 井内 康輝 ; 熊坂 一成 他 教育業績評
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島宗理 教育心理学の授業における反応ｶ-ﾄﾞの活用
(大学授業の自己改善法--1998年度 授業改善の実
践報告--第 1 部 実践ﾚﾎﾟ-ﾄ) 研究報告(ﾒﾃﾞｨｱ教
育開発ｾﾝﾀ-編） 14 2000年 53～59頁。 

 
下村 明子 看護教育における体験学習の意義につ
いて(大学授業の自己改善法--1998年度 授業改善
の実践報告--第1部 実践ﾚﾎﾟ-ﾄ) 研究報告(ﾒﾃﾞｨ
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法′98』講座A(ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ)｢大学の授業評価を考え
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て) 京都大学高等教育研究(京都大学高等教育教
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田中 毎実 教養教育の授業改善を巡って--公開実
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大学資料(文部省大学学術局) 146 2000 年 81
～83頁。 

 
辻 敬一郎 名古屋大学における共通教育の現状と
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通号 85) 2000年 。 
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丸山 武男 Q&A とﾚｼﾞｭﾒを活用した授業改善の試み
(大学授業の自己改善法--1999 年度授業改善の実
践報告(ﾒﾃﾞｨｱを活用した学習方法の最適化に関す
る研究開発)) 研究報告(ﾒﾃﾞｨｱ教育開発ｾﾝﾀ-編） 
21 2001年 131～138頁。 

 
三尾 忠男;伊藤秀子 かわる大学･かわる大学
--FD(ﾌｧｶﾙﾃｨ･ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ)と授業改善(ﾒﾃﾞｨｱを
活用した学習方法の最適化に関する研究開発) 
研究報告(ﾒﾃﾞｨｱ教育開発ｾﾝﾀ-編） 23 2001年 1
～52頁。 

 
三尾 忠男;伊藤秀子 大学授業の自己改善法--1999
年度授業改善の実践報告(ﾒﾃﾞｨｱを活用した学習方
法の最適化に関する研究開発) 研究報告(ﾒﾃﾞｨｱ
教育開発ｾﾝﾀ-編） 21 2001年 1～179頁。 

 
向井 俊彦 今､私学の一般教育改革を考える(2000
年度課題研究集会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2-1｢大学全入時代に
おける教養と教養教育｣) 大学教育学会誌(｢大学
教育学会誌｣編集委員会編) 23 1 2001 年 27
～30頁。 

 
八尾坂 修 大学院の構成と役割(教育改革と｢21 世
紀･日本の教育｣読本--教育改革国民会議｢教育を
変える 17 の提案｣を検討する--一人ひとりの才能
の伸長と創造性に富む日本人の育成--ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅ
ﾙ･ｽｸ-ﾙの設置を進める) 教職研修総合特集(教育
開発研究所編) 144 2001年 113～117頁。 

 
山内 乾史 FD・授業改善システムの構築に向かって
--本学〔神戸大学〕・大学教育研究センターの取り
組み 大学教育研究 9) 2001年 。 

 
山本 真一 企業の採用活動と大学での成績･時期
(教育改革と｢21世紀･日本の教育｣読本--教育改革
国民会議｢教育を変える17の提案｣を検討する--一
人ひとりの才能の伸長と創造性に富む日本人の育
成--大学にふさわしい学習を促すｼｽﾃﾑを導入す
る) 教職研修総合特集(教育開発研究所編) 144 
2001年 152～155頁。 

 
山本 真一 大学の教育力向上と大学･大学教員の評
価ｼｽﾃﾑの構築(教育改革と｢21世紀･日本の教育｣読
本--教育改革国民会議｢教育を変える17の提案｣を
検討する--一人ひとりの才能の伸長と創造性に富
む日本人の育成--大学にふさわしい学習を促すｼｽ
ﾃﾑを導入する) 教職研修総合特集(教育開発研究
所編) 144 2001年 148～151頁。 

 
湯本 和子 Cross-cultural Skills(異文化ｺﾐｭﾆｹ-
ｼｮﾝ)の改善と評価(大学授業の自己改善法--1999
年度授業改善の実践報告(ﾒﾃﾞｨｱを活用した学習方
法の最適化に関する研究開発)) 研究報告(ﾒﾃﾞｨｱ

教育開発ｾﾝﾀ-編） 21 2001年 71～87頁。 
 
吉田 雅章 公開授業｢日々のくらしと法律｣と授業
改善(大学授業の自己改善法--1999 年度授業改善
の実践報告(ﾒﾃﾞｨｱを活用した学習方法の最適化に
関する研究開発)) 研究報告(ﾒﾃﾞｨｱ教育開発ｾﾝﾀ-
編） 21 2001年 103～113頁。 

 
渡辺 和俊 ﾍﾞﾝﾁｬ-経営者と学部教育改革--甲南大
学EBA総合ｺ-ｽ創設 大学時報(日本私立大学連盟) 
50 276 2001年 102～105頁。 

 
Robert C  Gardner  <FD セミナー>特別寄稿 
Integrative Motivation and Second Language 
Learning: Practical Issues 関西大学外国語教
育研究 2) 2002年 。 

 
秋野 勝紀 ; 垣内 伸彦 ; 百々 康治 他 座談会 
FD活動はどうなっているか--東海地区の場合 (特
集・大学教育の改革と FD) 大学と教育 33) 
2002年 。 

 
浅野 考平 FD の周辺にある諸問題 総研ジャーナ
ル 通号 80) 2002年 。 

 
阿部 和厚 模擬授業 3 ディベートを取り入れた授
業 (〔神戸大学〕大学教育研究センター第 9 回研
究集会 使えるFD--模擬授業を通して) 大学教育
研究 10) 2002年 。 

 
安藤 友張 FD と授業評価--我が国における現状と
課題 (特集・大学教育の改革と FD) 大学と教育 
33) 2002年 。 

生和 秀敏 教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ制への転換(今月のﾃ-ﾏ 私
の大学改革論--現場からの発言) IDE(民主教育
協会編） 436 2002年 17～20頁。 

 
池田 輝政 ; 井手 弘人 ; 中井 俊樹 「授業づく
り」のFDプログラム開発を目指して 高等教育ジ
ャーナル 10) 2002年 。 

 
池田 英喜 第 1 回留学生センターFD 報告 留学生
センター紀要 5) 2002年 。 

 
池田 充裕 ｼﾝｶﾞﾎﾟ-ﾙにおける大学教育改革([大学
教育学会]2001 年度課題研究集会--ｼﾝﾎﾟｼﾞｭ-ﾑ 1 ｱ
ｼﾞｱ諸国の大学教育改革--ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾘｾﾞ-ｼｮﾝとｶﾘｷｭﾗﾑ
開発のｼﾅﾘｵ) 大学教育学会誌(｢大学教育学会誌｣
編集委員会編) 24 1 2002年 35～39頁。 

 
石 信一 FD に向けて(私の授業アンケート) 苫小
牧工業高等専門学校紀要 37) 2002年 。 
猪上 徳雄 水産科学研究科・水産学部の FD とその
意義--どのように教育の質を保証するのか 高等
教育ジャーナル 10) 200．2年 。 
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馬越 徹 ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾘｾﾞ-ｼｮﾝとｶﾘｷｭﾗﾑ開発のｼﾅﾘｵ--韓国
の事例([大学教育学会]2001年度課題研究集会--ｼ
ﾝﾎﾟｼﾞｭ-ﾑ 1 ｱｼﾞｱ諸国の大学教育改革--ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾘｾﾞ-
ｼｮﾝとｶﾘｷｭﾗﾑ開発のｼﾅﾘｵ) 大学教育学会誌(｢大学
教育学会誌｣編集委員会編) 24 1 2002 年 16
～19頁。 

 
菊池 久和 報告と討論 授業における工夫を共有す
るために (新改革カリキュラムの実施に向けて 
(第4回FD)) 大学教育研究年報 7) 2002年 。 

 
北野 秋男 ティーチング・アシスタント制度の導入
--日本大学文理学部における授業改善の試み (特
集・大学教育の改革と FD) 大学と教育 33) 
2002年 。 

 
北野 秋男 ティーチング・アシスタント(TA)制度と
大学の授業改善--日本大学文理学部の事例を中心
に 大学教育学会誌 24(2) (通号 46) 2002
年 。 

 
北村 聖 医学教育ワークショップ (特集 医学教育
の新しい展開) -- (Faculty Development) 現代
医療 34(7) 2002年 。 

 
切田 節子 解説 FD(Faculty Development)について
の一考察--企業の研修担当者の目で見た 玉川大
学学術研究所紀要 8) 2002年 。 

 
小林 昌二 FD 講演会 あなたは大学教官適格です
か?--成績評価の方法と問題「大学授業改革におけ
る成績評価問題の現状と課題」 高知大学教育研
究論集 6 2002年 。 

 
佐藤 肇 ; 岡村 聡 ; 菅 正彦 他 北海道教育大
学・地域環境教育課程(札幌校)におけるファカル
ティ・ディベロップメントについて--「都市環境
基礎実験実習」の場合 北海道教育大学紀要 教
育科学編 53(1) 2002年 。 

 
志津木 敬 アンドラゴジーと大学改革について
--FDの理論的基礎としてのアンドラゴジーの観点
から 大学教育学会誌 24(1) (通号 45) 2002
年 。 

 
杉本 均 ﾏﾚ-ｼｱの大学教育におけるｸﾞﾛ-ﾊﾞﾘｾﾞ-ｼｮﾝ
とｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ([大学教育学会]2001 年度課題研究集
会--ｼﾝﾎﾟｼﾞｭ-ﾑ 1 ｱｼﾞｱ諸国の大学教育改革--ｸﾞﾛ-
ﾊﾞﾘｾﾞ-ｼｮﾝとｶﾘｷｭﾗﾑ開発のｼﾅﾘｵ) 大学教育学会誌
(｢大学教育学会誌｣編集委員会編) 24 1 2002
年 40～45頁。 
鈴木 順一 エミル・ブルンナーにおける教育論の現
代性--「ファカルティ・ディベロップメント」の
視点からみた 聖学院大学総合研究所紀要 26) 

2002年 。 
 
関内 隆 ; 斎藤 紘一 ; 葛生 政則 他 第 4 回東北
大学全学教育教官研修(FD)--ワークショップの概
要と成果 年報 (東北大学大学教育研究センター) 
9) 2002年 。 

 
苑 復傑 中国における大学教育ｶﾘｷｭﾗﾑ開発--綜合
大学の事例を中心に([大学教育学会]2001 年度課
題研究集会--ｼﾝﾎﾟｼﾞｭ-ﾑ 1 ｱｼﾞｱ諸国の大学教育改
革--ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾘｾﾞ-ｼｮﾝとｶﾘｷｭﾗﾑ開発のｼﾅﾘｵ) 大学教
育学会誌(｢大学教育学会誌｣編集委員会編) 24 
1 2002年 20～27頁。 

 
大作 勝 模擬授業 1 興味を引くテーマ選び(語学) 
(〔神戸大学〕大学教育研究センター第9回研究集
会 使えるFD--模擬授業を通して) 大学教育研究 
10) 2002年 。 

 
永田 真三郎 教育研究の｢ﾒｯｾ-ｼﾞ性｣の回復(今月の
ﾃ-ﾏ 私の大学改革論--現場からの発言) IDE(民
主教育協会編） 436 2002年 38～41頁。 

 
永田 まなみ 熊本大学医療技術短期大学部看護学
科における情報リテラシー教育の現状と課題(そ
の 3) 熊本大学医療技術短期大学部紀要 12) 
2002年 。 

 
奈良 雅之 本学人間社会学部におけるファカルテ
ィ・ディベロップメントに関する検討--学生の教
員に対する期待度を中心に 目白大学人間社会学
部紀要 1) 2002年 。 

 
西田 邦昭 立教大学の教養教育改革の概要([大学
教育学会]2001 年度課題研究集会--ｼﾝﾎﾟｼﾞｭ-ﾑ 2 
大学ｺｱ科目開発と実践) 大学教育学会誌(｢大学
教育学会誌｣編集委員会編) 24 1 2002 年 62
～67頁。 

 
丹羽 雅之 ; 高橋 優三 ; 大西 弘高 医学教育部
門・医学教育開発研究センターの役割 (特集 医学
教育の新しい展開) -- (Faculty Development) 現
代医療 34(7) 2002年 。 

 
橋本 栄一 FD(ファカルティー・ディベロップメン
ト)の研究 東京学芸大学紀要 第 5 部門, 芸術, 
健康・スポーツ科学54 2002年 。 

 
橋本 勝 相互集団教育力と知の共有化--大学にお
ける 2 つの授業実践を通して 岡山大学教育実践
総合センター紀要 2 2002年 。 

 
原 絹子;吉田真史;高砂子昌久[他] 大学一年次学
生のための化学実験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの改善--非化学系工
科大学の一例 大学教育学会誌(｢大学教育学会
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誌｣編集委員会編) 24 1 2002年 109～115頁。 
 
原 清治 教授法開発室の現状と課題--私立中規模
大学におけるFD活動の意味 (特集・大学教育の改
革とFD) 大学と教育 33) 2002年 。 

 
日高 春昭 台湾の高等教育の現状と展望([大学教
育学会]2001年度課題研究集会--ｼﾝﾎﾟｼﾞｭ-ﾑ1 ｱｼﾞ
ｱ諸国の大学教育改革--ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾘｾﾞ-ｼｮﾝとｶﾘｷｭﾗﾑ開
発のｼﾅﾘｵ) 大学教育学会誌(｢大学教育学会誌｣編
集委員会編) 24 1 2002年 28～34頁。 

 
広瀬 洋子 オレゴン大学の障害をもつ学生への支
援:関連ウエッブページとファカルティ・ガイドブ
ック(抄訳つき) (高等教育における傷害をもつ学
生への支援システムの研究) -- (高等教育におけ
る障害学生を支援するための FD ガイドブック) 
研究報告 (メディア教育開発センター） 通号 
33) 2002年 。 

 
広瀬 洋子 高等教育機関における障害をもつ学生
への学習支援ハンドブック作りへの試案 (高等教
育における傷害をもつ学生への支援システムの研
究) -- (高等教育における障害学生を支援するた
めの FD ガイドブック) 研究報告 (メディア教育
開発センター） 通号 33) 2002年 。 

 
福沢 榮司 報告と討論 大学理念と個性化科目 (新
改革カリキュラムの実施に向けて (第 4 回 FD)) 
大学教育研究年報 7) 2002年 。 

 
福田 康一郎 医学教育改革--横断的取組みの紹介
(今月のﾃ-ﾏ 私の大学改革論--現場からの発言) 
IDE(民主教育協会編） 436 2002年 49～52頁。 

 
藤岡 完治 総研講演会 国公立大学でのFDの現状と
京大での取り組み 総研ジャーナル 通号 81) 
2002年 。 

 
星宮 望 東北大学の全学教育改革([大学教育学
会]2001年度課題研究集会--ｼﾝﾎﾟｼﾞｭ-ﾑ2 大学ｺｱ科
目開発と実践) 大学教育学会誌(｢大学教育学会
誌｣編集委員会編) 24 1 2002年 48～51頁。 

 
武藤 ナンシー FD: Ways to Better University 
Teaching 名古屋外国語大学外国語学部紀要 
23) 2002年 。 

 
村上 みち子 ; 舟島 なをみ 看護学教員のロール
モデル行動に関する研究--ファカルティ・ディベ
ロップメントの指標の探求 (焦点 看護継続教育
論--3 領域への研究的アプローチ) 看護研究 
35(6) (通号 172) 2002年 。 

 
森 和夫 大学教員に求められる職業能力と能力開

発プログラム構築の試案--FD活動の機能と能力開
発のかかわりの検討を中心に 徳島大学大学開放
実践センター紀要 13 2002年 。 

 
森 園子 授業改善奮闘記--IT によるファカルテ
ィ・ディベロップメント いつも学生と共に 大学
教育と情報 11(2) (通号 99) 2002年。 

 
安原 義仁 イギリスの大学評価と大学教育の改善
--高等教育教授・学習開発機構(ILT)と全英優秀教
師顕彰制度(NTFS) (論文・特集<大学評価の国際比
較>) 大学評価研究 2) 2002年。 

 
山田 弘明 共通教育の抜本的改編に向けて--名古
屋大学の挑戦([大学教育学会]2001 年度課題研究
集会--ｼﾝﾎﾟｼﾞｭ-ﾑ 2 大学ｺｱ科目開発と実践) 大
学教育学会誌(｢大学教育学会誌｣編集委員会編) 
24 1 2002年 56～61頁。 

 
吉田 文 ; 田口 真奈 高等教育機関におけるマル
チメディア利用実態調査(2000 年度)メディア FD
とフレキシブルラーニング支援の研究開発 研究
報告 (メディア教育開発センター） 通号 31) 
2002年。 

 
和賀 崇 アメリカの大学におけるファカルティ・デ
ィベロップメントの発展に関する一考察--ティー
チング・アシスタント制度の機能拡大に着目して 
教育学研究集録 26 2002年。 

 
赤井 純治 全学共通科目としての基礎自然科学の
教育目的・目標について (特集 平成 14 年度カリ
キュラム改革の概要と目標(第5回〔新潟大学〕全
学FD)) -- (2002 年度春期自然科学系 FD の報告) 
大学教育研究年報 8) 2003年。 

 
赤岩 英夫 巻頭 講義と FD 大学と学生 443) 
2003年。 

 
赤嶺 淳 ; 朝倉 美香 ; 佐野 直子 他 FD(ファカ
ルティーデヴェロップメント)--大学における授
業評価のあり方 (2002年度〔名古屋市立大学〕人
文社会学部共同研究報告) 名古屋市立大学人文
社会学部研究紀要 15 2003年。 

 
浅野 誠 FD講演会実施報告 多人数教育での参加型
学習の実践について 2002年6月14日 大学教育
研究 12) 2003年。 

 
安藤 友張 大学授業研究の方法--図書館情報学教
育のFD及び研究に対する示唆 同志社大学図書館
学年報 29) (別冊) 2003年。 

安藤 友張 FDを考える 大学と教育 36) 2003年。 
 
池田 輝政 『ティップス先生』が売れる理由(わけ) 
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(今月のテーマ FDのヒント) IDE 447) 2003年。 
 
池田 輝政 FD講演会(教務部・総合教育研究室共催) 
FD によってどんな効果を挙げるべきか? 総研ジ
ャーナル 通号 83) 2003年。 

 
井下 理 FDの現状と課題 (今月のテーマ FDのヒン
ト) IDE 447) 2003年。 

 
伊藤 秀子 ; 宮本 友弘 映像メディアによる新し
い学習の展開 (フレキシブル・ラーニングのため
の学習支援と評価(1)メディア FD とフレキシブ
ル・ラーニング支援の研究開発) 研究報告 (メデ
ィア教育開発センター） 通号 41) 2003年。 

 
稲葉 めぐみ ; 佐竹 美智子 ; 中村 洋一 他 一元
的な教育の管理運営システムによる教育改革の推
進 医学教育 34(5) (通号 204) 2003年。 

 
今安 達也 全学的コンセンサスの形成と実践--武
庫川女子大学のファカルティディベロップメント
の現状 (特集 IT 活用によるファカルティディベ
ロップメントへの取り組み) 大学教育と情報 
12(1) (通号 102) 2003年。 

 
入澤 寿美 学習院大学におけるファカルティディ
ベロップメントへの取り組み--ITを用いた授業展
開の改善と支援体制 (特集 IT 活用によるファカ
ルティディベロップメントへの取り組み) 大学
教育と情報 12(1) (通号 102) 2003年。 

 
上垣 豊 ; 志津木 敬 教養教育に関する意識調査
--龍谷大学京都学舎の場合 大学教育学会誌 
25(1) (通号 47) 2003年。 

 
上坂 良子 ; 有田 幹雄 ; 玉井 晃浩 他 看護教育
関係者のネットワーク作りおよび資質向上への取
り組み 和歌山県立医科大学看護短期大学部紀要 
7 2003年。 

 
大塚 雄作 大学評価の方法と動向--元気の出る評
価文化の形成に向けて〔含 質疑応答〕 (フレキシ
ブル・ラーニングのための学習支援と評価(2)) -- 
(第2部 シンポジウム 高等教育における評価の諸
問題--「メディアFD」及び「学習評価支援」フォ
ーカスグループ合同研究会) 研究報告 (メディ
ア教育開発センター） 通号 45) 2003年。 

 
大野木 裕明 学術的成果に関する流通支援システ
ム構築の基礎的プラン (フレキシブル・ラーニン
グのための学習支援と評価(1)メディア FD とフレ
キシブル・ラーニング支援の研究開発) 研究報告 
(メディア教育開発センター） 通号 41) 2003
年。 

 

岡野 昌雄 FD講演会 大学における教養教育 高知
大学教育研究論集 7 2003年。 

 
岡村 純 事例紹介 学生の教育環境づくりとFD活動
--学生も利用可能な FD 教材を中心に (特集 大学
と教員--FD・SDへの取組、教員及び職員の資質向
上) 大学と学生 465) 2003年。 

 
尾崎 明人 日本語・日本文化教育部門のファカルテ
ィー・ディベロップメント--学生による授業評価
の試み 名古屋大学留学生センター紀要 [1]) 
2003年。 

 
押川 元重 九州大学における FD (今月のテーマ FD
のヒント) IDE 447) 2003年。 

 
小田 隆治 山形大学における FD--最高の教養教育
の提供を目指して (今月のテーマ FD のヒント) 
IDE 447) 2003年。 

 
小田 玲子 FACULTY DEVELOPMENT 社会教育担当者の
力量形成のための試案 (特集 「社会教育」の学習
法--仕事を自己点検してみると) 社会教育 
58(5) (通号 683) 2003年。 

 
片野 尚子 FD 研修とその進展--個人的経験をとお
して (研修事業「英語プレゼンテーション講座」
の試み(2)研究会の記録) -- (第1部 論考) 研究
報告 (メディア教育開発センター） 通号 40) 
2003年。 

 
加藤 潔 工学部における IT を利用したファカルテ
ィディベロップメントへの取り組み--情報公開と
デジタルコンテンツの開発 (特集 IT 活用による
ファカルティディベロップメントへの取り組み) 
大学教育と情報 12(1) (通号 102) 2003年。 

 
蟹江 秀明 東海大学における FD (今月のテーマ FD
のヒント) IDE 447) 2003年。 

 
金丸 明彦 ; 下田 研一 ; 長澤 多代 長崎大学に
おけるファカルティ・ディベロップメント・プロ
グラム:その概要ならびに大学教育機能開発セン
ターと附属図書館が協同した「情報検索の方法」
ワークショップ 大学図書館研究 69) 2003年。 

 
桑原 公 健康スポーツ科目群の概要と目標 (特集 
平成 14 年度カリキュラム改革の概要と目標(第 5
回〔新潟大学〕全学FD)) 大学教育研究年報 8) 
2003年。 

河野 英一 ; 内田 一徳 〔新潟大学〕大学教育開発
研究センター報告 部局別FD報告 農学部第5回FD 
新たな教育システムへのパラダイムシフト--技術
者教育プログラムを通した大学教育に対する取り
組み 大学教育研究年報 8) 2003年。 
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小林 洋 シンポジウム 高校&生徒の変化が大学に
求めること (特集 「2006年問題」への対応をめぐ
って(第6回〔新潟大学〕全学FD)) 大学教育研究
年報 8) 2003年。 

 
小松 啓 ファカルティ・ディベロップメントの現状
と課題 中部学院大学・中部学院大学短期大学部
研究紀要 4) 2003年。 

 
佐賀 啓男 事例紹介 メディアを用いる教員の効果
的FD支援について (特集 大学と教員--FD・SDへ
の取組、教員及び職員の資質向上) 大学と学生 
465) 2003年。 

 
坂本 辰朗 アメリカにおける FD の現状 (今月のテ
ーマ FDのヒント) IDE 447) 2003年。 

 
笹尾 敏明 ; 小山 梓 ; 池田 満 次世代型ファカ
ルティ・ディベロップメント(FD)・プログラムに
向けて:コミュニティ心理学的視座からの検討 
教育研究 通号 45) 2003年。 

 
志津木 敬 フォーラム FD の理論的基礎づけとアン
ドラゴジー--ユニバーサル・アクセスにおけるFD 
大学教育学会誌 23(2) (通号 44) 2003年。 

 
篠田 道夫 事例紹介 日本福祉大学におけるSDの取
組について (特集 大学と教員--FD・SDへの取組、
教員及び職員の資質向上) 大学と学生 465) 
2003年。 

 
柴田 幹夫 「日本語・日本事情部門」の概要と到達
目標--学部生に対する日本語・日本事情教育 (特
集 平成14年度カリキュラム改革の概要と目標(第
5回〔新潟大学〕全学FD)) 大学教育研究年報 8) 
2003年。 

 
鈴木 京子 授業づくりを支援するためのデジタ
ル・ポートフォリオの作成と活用--数学科教育法
におけるCollaborative Workとしての模擬授業実
践 (フレキシブル・ラーニングのための学習支援
と評価(1)メディア FD とフレキシブル・ラーニン
グ支援の研究開発) 研究報告 (メディア教育開
発センター） 通号 41) 2003年。 

 
関内 隆 ; 斎藤 紘一 第6回東北大学全学教育教官
研修(FD)--ワークショップの成果とアンケート評
価 年報 (東北大学大学教育研究センター) 10) 
2003年。 
孫福 弘 SD の理論と実践--アドミニストレーター
の開発・育成を中心に (特集 大学と教員--FD・SD
への取組、教員及び職員の資質向上) 大学と学生 
465) 2003年。 

 

高津 斌彰 2002 年度の社会科学科目群の授業特性 
(特集 平成14年度カリキュラム改革の概要と目標
(第5回〔新潟大学〕全学FD)) 大学教育研究年報 
8) 2003年。 

 
高濱 節子 広島修道大学におけるファカルティデ
ィベロップメントへの取り組み--IT環境整備と全
学的な授業のIT活用を目指して (特集 IT活用に
よるファカルティディベロップメントへの取り組
み) 大学教育と情報 12(1) (通号 102) 2003
年。 

 
高比良 美詠子 メディア教育開発センター共同研
究『メディアFDとフレキシブル・ラーニング支援
の研究開発』「学習評価支援」フォーカスグループ 
平成 15年度第 1回会議 議事録 (フレキシブル・
ラーニングのための学習支援と評価(2)) -- (第 1
部 〔学習評価支援フォーカスグループ〕平成 14
年度、15年度の研究課題) 研究報告 (メディア教
育開発センター） 通号 45) 2003年。 

 
田口 真奈 ; 藤田 志穂 ; 神藤 貴昭 他 FD として
の公開授業の類型化--13大学の事例をもとに 日
本教育工学雑誌 27(-) (Suppl.) 2003年。 

 
武村 秀雄 大学アドミニストレーター養成の試み:
桜美林大学の例--大学職員のための MBA 大学教
育学会誌 25(2) (通号 48) 2003年。 

 
建部 正義 大学セミナー・ハウスにおけるFD (今月
のテーマ FDのヒント) IDE 447) 2003年。 

 
田中 毎実 京都大学における FD (今月のテーマ FD
のヒント) IDE 447) 2003年。 

 
田部井 潤 ; 飯田 考充 第三者による授業評価分
析の試み--学生参加型授業を事例として 大学教
育学会誌 25(2) (通号 48) 2003年。 

 
寺田 浩詔 高知工科大学の情報ネットワークとフ
ァカルティディベロップメント (特集 IT 活用に
よるファカルティディベロップメントへの取り組
み(2)) 大学教育と情報 12(2) (通号 103) 
2003年。 

 
戸田 博人 ; 吉田 容子 Webサイトにおけるユーザ
ビリティテスト事例 (フレキシブル・ラーニング
のための学習支援と評価(1)メディア FD とフレキ
シブル・ラーニング支援の研究開発) 研究報告 
(メディア教育開発センター） 通号 41) 2003
年。 

中嶋 航一 IT時代のFaculty Development 帝塚山
学術論集 10) 2003年。 

 
半谷 精一郎 東京理科大学における IT 活用支援へ
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の取り組み--ITを利用した授業の現状と今後の支
援活動 (特集 IT 活用によるファカルティディベ
ロップメントへの取り組み(2)) 大学教育と情報 
12(2) (通号 103) 2003年。 

 
中村 一基 岩手大学における FD (今月のテーマ FD
のヒント) IDE 447) 2003年。 

 
中村 知靖 授業評価アンケートの理論的基礎〔含 
質疑応答〕 (フレキシブル・ラーニングのための
学習支援と評価(2)) -- (第2部 シンポジウム 高
等教育における評価の諸問題--「メディアFD」及
び「学習評価支援」フォーカスグループ合同研究
会) 研究報告 (メディア教育開発センター） 通
号 45) 2003年。 

 
奈良 雅之 目白大学新宿キャンパスにおけるファ
カルティ・ディベロップメント(FD)活動の試み 
大学教育学会誌 25(2) (通号 48) 2003年。 

 
成田 雅博 エル・ネット「オープンカレッジ」大学
独自収録・編集から大学講義の VOD ライブラリ作
成へ (フレキシブル・ラーニングのための学習支
援と評価(1)メディア FD とフレキシブル・ラーニ
ング支援の研究開発) 研究報告 (メディア教育
開発センター） 通号 41) 2003年。 

 
西田 敏信 基準範囲学習支援システム (フレキシ
ブル・ラーニングのための学習支援と評価(1)メデ
ィアFDとフレキシブル・ラーニング支援の研究開
発) 研究報告 (メディア教育開発センター） 通
号 41) 2003年。 

 
長谷川 誠 情報処理部門の概要と達成目標--ネッ
トワークとセキュリティ教育の試み (特集 平成
14年度カリキュラム改革の概要と目標(第5回〔新
潟大学〕全学FD)) 大学教育研究年報 8) 2003
年。 

 
波多野 和彦 ; 坂元 昂 ; 吉本 昌司 Web教材のコ
ンテンツ評価の研究 (フレキシブル・ラーニング
のための学習支援と評価(1)メディア FD とフレキ
シブル・ラーニング支援の研究開発) 研究報告 
(メディア教育開発センター） 通号 41) 2003
年。 

 
濱名 篤 特別講演 ユニバーサル化の進行と高大接
続--2006 年問題との関係 (特集 「2006 年問題」
への対応をめぐって(第6回〔新潟大学〕全学FD)) 
大学教育研究年報 8) 2003年。 

原 直史 シンポジウム 文系学部と学力問題 (特集 
「2006年問題」への対応をめぐって(第6回〔新潟
大学〕全学FD)) 大学教育研究年報 8) 2003年。 

 
廣瀬 克哉 日本私立大学連盟における FD (今月の

テーマ FDのヒント) IDE 447) 2003年。 
 
広瀬 信雄 ; 林 尚示 ; 石垣 武久 他 大学学部に
おける授業改善研究の試み(1)教育人間科学部 FD
について 教育実践学研究 8) 2003年。 

 
淵田 吉男 FD講演会実施報告 九州大学の授業評価
の現状 2003年3月6日〔含 質疑応答〕 大学教
育研究 12) 2003年。 

 
丸山 不二夫 IT 技術教育の改善と大学の新しい役
割--東京サテライトの開設とブロードバンドの利
用について (特集 IT 活用によるファカルティデ
ィベロップメントへの取り組み(2)) 大学教育と
情報 12(2) (通号 103) 2003年。 

 
丸山 文裕 FD 活動の背景と実践 生涯学習研究年
報 9) 2003年。 

 
三浦 笙子 ; 水島 孝司 東京水産大学TOEICクラス
における Faculty Development の一研究 東京水
産大学論集 39) 2003年。 

 
三品 和広 ハーバードビジネススクールにおける
FD (今月のテーマ FD のヒント) IDE 447) 
2003年。 

 
光田 基郎 ; 中村 純作 ; 田中 道治 他 衛星利用
の遠隔授業・日本語教育と社会人教育の効率化に
関する基礎的研究 (フレキシブル・ラーニングの
ための学習支援と評価(1)メディア FD とフレキシ
ブル・ラーニング支援の研究開発) 研究報告 (メ
ディア教育開発センター） 通号 41) 2003年。 

 
宮川 裕之 教育を支える情報化の歩み--電子シラ
バス化とデジタルコンテンツ作成支援への取り組
み (特集 IT 活用によるファカルティディベロッ
プメントへの取り組み) 大学教育と情報 12(1) 
(通号 102) 2003年。 

 
宮本 千津子 ; 兼松 惠子 ; 坪内 美奈 他 特別寄
稿 組織としての教育能力開発を目指した大学の
活動--岐阜県立看護大学のファカルティ・ディベ
ロップメント委員会 2 年半の実績から Quality 
nursing 9(9) 2003年。 

 
村山 功 プロジェクト型学習の支援システム開発
に向けた基礎研究 (フレキシブル・ラーニングの
ための学習支援と評価(1)メディア FD とフレキシ
ブル・ラーニング支援の研究開発) 研究報告 (メ
ディア教育開発センター） 通号 41) 2003年。 

 
八木沼 圭司 事例紹介 「大学経営管理職員」主導
型改革の実践--SD から AD へ (特集 大学と教員
--FD・SDへの取組、教員及び職員の資質向上) 大
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学と学生 465) 2003年。 
 
山神 眞一 ; 野崎 武司 ; 岡田 知也 他 〔香川大
学〕教育学部FDと学生の実地指導を企図した学部
-附属連携事業の試み--「未来からの留学生」一日
体験入学を通して 香川大学教育実践総合研究 
6) 2003年。 

 
山崎 光悦 金沢大学の工学教育改革と FD の取組み 
(今月のテーマ FDのヒント) IDE 447) 2003年。 

 
吉田 文 メディア教育開発センターの FD--その成
果とジレンマ (今月のテーマ FD のヒント) IDE 
447) 2003年。 

 
吉田 文 ; 田口 真奈 高等教育機関におけるマル
チメディア利用実態調査(2001年度)--メディアFD
とフレキシブルラーニング支援の研究開発 研究
報告 (メディア教育開発センター） 通号 42) 
2003年。 

 
和賀 崇 アメリカの大学における大学教員準備プ
ログラム--ファカルティ・ディベロップメントと
の関連に注目して 大学教育学会誌 25(2) (通号 
48) 2003年。 

 
渡辺 勇一 大学学習法と内容の課題--理学部の現
状 (特集 平成 14 年度カリキュラム改革の概要と
目標(第5回〔新潟大学〕全学FD)) 大学教育研究
年報 8) 2003年。 

 
渡辺 勇一 現在の大学生は本当に勉強しないの
か?--学生を学ばせる授業の在り方 (特集 平成 14
年度カリキュラム改革の概要と目標(第5回〔新潟
大学〕全学FD)) -- (2002年度春期自然科学系FD
の報告) 大学教育研究年報 8) 2003年。 

 
Alan Jenkins ; Rosanna Breen ; Roger Lindsay 他 
翻訳 教授=研究ネクサスを支援するための高等教
育における教授活動の再構築--大学におけるFDの
問題--A.ジェンキィンス・R.ブリーン・R.リィン
ドセイ・A.ブルー共著 広島工業大学紀要研究編 
38 2004年。 

 
Nigel Stott The Enhancement of Learning and 
Teaching Quality in Higher Education: Faculty 
development in the United Kingdom and its 
relevance to Japanese university teachers 福
岡県立大学人間社会学部紀要 13(1) 2004年。 

 
Nigel Stott ; Christopher Storey A Case Study of 
Faculty Development at a British University 福
岡県立大学人間社会学部紀要 13(1) 2004年。 

 
青木 茂芳 ; 高山 直子 F.D.のための授業改善の

検討--大学・高専における学生による授業評価の
分析 四国大学紀要 Ser.A 人文・社会科学編 
22) 2004年。 

 
井下 理 FDの展望と課題--理念なき FDの迷走 (高
等教育の展望と課題) -- (第 3 部 大学教育) 高
等教育研究紀要 通号 19) 2004年。 

 
石村 雅男 大学・教育・FDを語る〔含 質疑応答〕 (第
3回教員FDセミナー報告 2003.2) 大阪経済法科
大学総合科学研究所年報 23) 2004年。 

 
伊勢野 薫 Paradigm Shift in College Teaching--A 
Frame of Reference for Faculty Development 大
阪学院大学外国語論集 43) 2004年。 

 
井上 正義 ; 豊田 紘一 大阪歯科大学における IT
を活用した教育改善にむけて (特集 IT 活用によ
るファカルティディベロップメントへの取り組み
(3)) 大学教育と情報 12(3) (通号 104) 2004
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